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治元年から明治 22 年までに日本の公的・私的機関に雇用されたお雇い外国人は 2,299 人
である。その内訳は、イギリス 928 人、アメリカ 374 人、フランス 259 人、中国 253 人、
ドイツ 175 人、オランダ 87 人、オーストリア・デンマーク各 21 人、イタリア 18 人、ロ




























（安政 2）年同地のサンテティエンヌ鉱山学校（正式には Ecole des Mineurs de 
Saint-Etienne「サンテティエンヌ坑夫学校」、現在の名称は Ecole nationale supérieure 
des Mines de Saint-Etienne「サンテティエンヌ国立高等鉱山学校」）で鉱山学を学んだ。
卒業後、フランス本国、スペイン、アルジェリア、マダガスカル、メキシコなど各地で鉱
山実務に従事し、多くの経験を積んだ。1867（慶応 3）年、コワニェ 30 歳の時に幕末の
日本に渡った。これは、領地内の地質調査と鉱山開発を目的に薩摩藩に雇用されたためで




































































                                                   
1 航海中のウィリアム・アダムス(William Adams、1564-1620、イギリスの航海士、水先
案内人・貿易家)とヤン・ヨーステン・ファン・ローデンスタイン（Jan Joosten van 
Loodensteyn, 1556 ?-1623, オランダの航海士）が、1600（慶長５）年、豊後に漂着。
徳川家康に信任され、家康の依頼でアダムスは外交通訳や造船に携わり、ヨーステンは
東南アジア方面での朱印船貿易を行った。 
2 フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト (Philipp Franz Balthasar von Siebold, 
1796-1866) ドイツの医者・博物学者。1823 年（文政 6）、オランダ商館の医師として来
日。1829（文政 12）年「シーボルト事件」により国外追放。1859（安政 6）年、オラ
ンダ貿易会社顧問として再来日、その後、幕府の対外交渉のための幕府顧問となった。 
3 シャルル・シュルピス・ジュール・シャノワーヌ（Charles Sulpice Jules Chanoine, 
1835-1915）ディジョン出身。フランスの軍人。1867（慶應 3 年）第一次フランス軍事
顧問団の隊長として来日。1868（明治元）年 11 月離日。 
4 ジュール・ブリュネ（Jules Brunet, 1838-1911）、アルザス・ベルフォール出身。フラ
ンス陸軍士官。第一次フランス軍事顧問団の一員として来日、幕府伝習隊の訓練を担当
した。1869 年 6 月離日。 




6  ユネスコ東アジア文化研究センター『資料御雇外国人』小学館、1975 年参照。 
7  エドモンド・モレル (Edmund Morel, 1840-1871) イギリスの鉄道技術者でお雇い外国
人として日本の鉄道導入を指導した。 
8  ポール・ブリュナ (Paul Brunat, 1840-1908) フランスの生糸技術者でお雇い外国人 
として富岡製糸場の設立に携わった。 
9  クレメンス・ヴィルヘルム・ヤーコブ・メッケル (Klemens Wilhelm Jacob Meckel, 
1842-1906) ドイツ帝国の軍人で、日本陸軍兵制の基礎を作った。 
10 ルイ＝エミール・ベルタン (Louis-Emile Bertin, 1840-1924) フランスの海軍技術者、
日本海軍の確立や海軍の近代的軍艦設計・建設に貢献した。 
11 ギュスターヴ・エミール・ボアソナード・ド・フォンタラビー（Gustave Émile 
Boissonade de Fontarabie、1825-1910）パリ近郊ヴァンセンヌ出身。フランスの法学
者、教育者。「日本近代法の父」と呼ばれている。 
12 カール・フリードリヒ・ヘルマン・ロエスレル (Karl Friedrich Hermann Roesler, 
1834-1894) ドイツの法学者、大日本帝国の憲法作成に携わる。 






































めた。翌年の 1869（明治 2）年、政府組織の変更に伴い、7 月に「大蔵省鉱山司」、8 月に
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は「民部省鉱山司」と鉱山司の所属が替った。その次の年の 1870（明治 3）年 10 月、殖
産興業の更なる強化のために「工部省」を設置し、鉱山司を「鉱山掛」と改称した。その
後、工部省鉱山寮（1871（明治 4）年 8 月）、工部省鉱山局（1877（明治 10）年 1 月）、






屋金山（4 月）、伊豆国の白浜村など 4 金山と羽後国の湯殿山など 3 金山（8 月）、羽後国
関谷村銀山（9 月）、陸中国小坂銀山（11 月）の計 12 鉱山が官行山となった6。金・銀山
のみが官行化されていることからも、鋳貨の原材料確保目的が明らかである。    
このように鉱山事業を拡大する一方、従来の方法で採掘しても出費ばかり嵩んで収益は




























明治政府第 1 号のお雇い外国人となった。その後、1869（明治 2）年 5 月佐渡金山にイギ
リス人技師エラスマス・エーチ・エム・ガハール、同年 12 月生野銀山にフランス人技師
３名が続いて雇用され、翌年の 1870（明治３）年には、生野銀山にフランス人 1 人、佐
渡鉱山にイギリス人の技師が追加雇用された。鉱山におけるお雇い外国人の雇用について
は、『工部省沿革報告』の「傭外國人各務擔當表」13に詳細に記されている。 
1871（明治 4）年 2 月 5 日、既述のとおり、工部省は、海外より鉱山師を招聘して鉱山
を開拓し、さらに日本人鉱山士にその技術を習得させるのが急務と考えた。そこで、本局
に、熟練の外国人鉱山師を 2 名、他に若干名の技師の雇用を求めたところ、許可が下り、
同年 9 月、本局に、イギリス人技師のゴッドフレー、生野にフランス人 6 人が雇用された。
また翌年の 1872（明治５）年には、生野にフランス人 5 人、本局にイギリス人 1 人が採
用されている。このように、1872（明治 5）年までの鉱山のお雇い外国人を見ると、フラ







元）年からお雇い外国人が完全に不在となる 1884（明治 17）年までの 17 年間の鉱山への
お雇い外国人の採用合計人数は 78 名で、最も多かった年は 1873（明治 6）年の 15 名、




いでフランス人の 24 名、ドイツ人の 15 名であった。他にアメリカ人 2 名、オランダ人、




ス人は、釜石（岩手・鉄）14 人、高島（長崎・石炭）７人、本局 6 人、佐渡（新潟・金・
銀）４人、三池（福岡・石炭）２人、小坂（秋田・銀）１人、大葛（秋田・金）１人と、
鉱種に拘わらず東北、北陸、九州と広範囲にわたる。採用は 1882（明治 15）年まで行わ
れ、雇用は 1884（明治 17）年に終わった。フランス人は、生野（兵庫・銀）24 人15で、
他の鉱山よりはるかに導入人数は多いが、関わった鉱山は１鉱山のみであった。採用年の










































































































蔵省、民部省と移り、1870（明治 3）年 11 月 20 日、工部省ができたことにより、工部省
の管轄下となった。翌年 1871（明治 4）年 8 月 14 日、省内に鉱山寮が置かれると、出張
所は生野支庁と改名された。このように、所属機関名を変えながら、コワニェによる西洋
の最新技術導入のもと、生野銀山の刷新が進められていった。 
しかし、工場の建設が進捗し、操業が軌道に乗りかけた同年 10 月 15 日、播州の土民に
よる鉱山の焼き討ち事件が突発し、工場建物の殆どが灰燼に帰す大事件が起こった。暴動


















悪化を理由に 1876（明治 9）年末辞意を固め、約 10 年間の生野での精力的な活動を終え、
翌年の 1 月にフランスに帰国した。コワニェ帰国後もなお 10 名ほどのフランス人が生野
に滞在し、全員帰国したのは 1881（明治 14）年 6 月であった。 
その後の生野銀山は、1889（明治 22）年、佐渡鉱山と共に皇室財産に移され、宮内省
御料局の所管となり、1896（明治 29）年には私企業に払い下げられて、1973（昭和 48）
年に閉山した。閉山までに掘り進んだ総延長は 350km 以上、深さ 880m、採掘した鉱石の















島津家編纂所から出版した上・中・下 3 巻からなる薩摩藩の歴史書である。主として 1809‐




















































船奉行見習五代才如（変名：關研藏）の 3 人の外交使節団および 1 人の英語通弁と、森有













國日記」は、1865（慶應元）年 9 月 14 日（和暦：7 月 25 日。※以下、本節 2・3 項に限
り新暦を先に記す）から同年 12 月 21 日（和暦：11 月 4 日）までほぼ毎日の視察や行動
について記されており、一行の滞欧中の動静および幕末の日欧交渉の研究によく利用され
ている。 
これらの文献によると、一行は、香港、シンガポールを経由し、同年 6 月 21 日（和暦：















話は好都合だと捉え、1865（慶應元）10 月 15 日（和暦：8 月 26 日）ブリュッセルにお
















































































に入会し（コワニェ 2 月、モンブラン 5 月）75、退会時期もモンブラン 1883（明治 16）
年、コワニェ 1884（明治 17）年か 85（同 18）年（1884 年の名簿は散逸のため不明）、
と、ほぼ同じである。モンブランは、1865（慶應元）年 12 月 15 日（和暦 10 月 28 日）
に開催された総会で「日本の現状と日本国内の西洋人の将来」について講演を行った76。




みに、コワニェとモンブランの入会前ではあるが、1861（文久元）年 4 月 5 日の総会にお
いて、日本学者のレオン・ド・ロニーが「日本文明」80と題して講演を行っている。また、













ヨーロッパ視察を終えた五代は 1866（慶応２）年 4 月（論者注：以降、和暦で記す。
必要な場合は新暦も付記する）、留学生らを残して一足先に帰国した。その 1 年後の 1867




應 2）年 11 月 10 日（新暦：12 月 16 日）鹿児島を出発し、1867（慶應 3）年 1 月 2 日（新






節団の随員として参加した渋沢栄一85の「航西日記」86に詳細に記されている。   
博覧会終了後、朝倉ら一部のものは用務のため同年 5 月に代表団より一足先に帰国し、
その他の一部87を除いた一行は周辺諸国を視察後、1867（慶應 3）7 月 29 日（新暦：8 月
28 日）フランス・マルセイユから乗船し帰路に就いた。その様子は、岩下の日記「岩下方
平航海日記」88に記されている。 




といふ湊より船に乗る89   


















った。まず、先に鹿児島に戻っていた岩下と新納らが、1867（慶應 3）10 月 26 日（新暦：
11 月 20 日）に長崎にやってきた。これは、長崎に停泊していたイギリスの蒸気船キャン
スー号を購入するためであった。彼らは、翌月 3 日に英船を購入して春日丸と名付け、そ
の 5 日後の 8 日（新暦：12 月 3 日）、モンブランらフランス人と共に鹿児島に戻った94。
このことについて、薩摩藩は同月 6 日、幕府に次のように説明し、許可を求めている。 
 





































































ンヌ在住の鉱山技師、ポール・オジエ107に宛てた 1867（慶應 3）年 11 月 20 日（論者注：
これは新暦である。和暦では 10 月 25 日）付の書簡108である。この書簡から来日直後のコ
ワニェの行動や当時の日本の様子を推察することができる。 
新出資料のため、できるだけ拙訳による全文（原文：フランス語）109を掲載し、内容ご
とに 3 つに区切って考察する。 
 














高さのところに 0.8 メートルから 2.5 メートルの層が５つあるのが見えました。最も
厚い層と最良の石炭が採れる層は天盤部分に 0.5 メートルの片岩質の石炭が付いて平






























































た。『鉱業協会会報』114を確認すると、この頃の肩書として、 « Ingénieur aux mines de 




















と共に長崎に到着したのは、旧暦の 9 月 22 日、新暦の 10 月 19 日であった。すなわち、





























































                                                   
1  1888（明治 21）年大蔵省によって作成された。1868（明治元）年から 1885（明治 18）
までの鉱山事業について記されている。大内兵衛・土屋喬雄編『明治前期財政経済史料
集成』（第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、1964 年）所収。 
2  工部省は 1870（明治３）年 10 月から 1885（明治 18）年 12 月まで設置されていた。 
3  吉城文雄「近代技術導入と鉱山業の近代化」『国連大学 人間と社会の開発プログラム研
究報告書』1979 年、p. 6。 
4 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 48。 
5  同上。 
6 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 49-50 による。 
7 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 51。 
8 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 52-53。 
9 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 53。 
10「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 53。 
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1964 年、pp. 53-54。 
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1964 年、pp. 54-58。  
13「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 91-96。 
14 佐々木正勇「官行鉱山と傭外国人」『日本大学史学会研究彙報』1964 年、p. 54 を参照
した。 
15 24 名の詳細については、第 3 章第 4 節参照。 
16「工部省沿革報告」（『明治前期財政経済史料集成』明治文献資料刊行会、1964 年、pp.  
91-96）の「傭外国人各務擔當表」による。 






見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、亜書房、1981 年、p. 42。本資料は、明治 9 年
4 月に、当時の工部省鉱山助、朝倉盛明が生野銀山の責任者として、明治元年 9 月から
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109 原文： 
Comptoir des Mines（印字） 
Montaud-St Etienne（印字）         Nagasaki, le 20 novembre 1867 
Bureaux à la Mine（印字） 
Les lettres doivent être déposées au Directeur（印字） 
       Mon cher Ozier 
 
Puisque je parle de houilles, je ne vois pas pourquoi je n’en parlerai pas un peu 
plus longuement. D’autant plus que la question est très intéressante au Japon et 
peut le devenir beaucoup pour l’Ecole des Mines. Dernièrement, j’ai obtenu d’un 
prince l’autorisation de visiter une mine de charbon qui se trouve à l’entrée du port 
de Nagasaki, exploitée par les Japonais et qui envoie ses produits en Chine à 3 jours 
du Japon. Cette mine se trouve presque sur la ligne de relèvement du terrain 
carbonifère par les basaltes de sorte qu’en ce point les couches sont très 
bouleversées, mais on peut s’assurer immédiatement par l’inspection des couches de 
grès qui sont presque les seules qui composent les entre-deux, que les dépôts se sont 
faits dans des eaux tranquilles et que par conséquent, en dehors des failles, la 
houille doit être d’une composition régulière. Dans la mine que j’ai visitée et où on 
remarque beaucoup d’accidents, j’ai vu sur une hauteur verticale d’environ 40 
mètres 5 couches d’une puissance variant depuis 0,80 m jusqu’à 2,50 m. La couche 
la plus épaisse et celle qui donne le meilleur charbon a une moyenne de 2,50 m avec 
0,50 de charbon schisteux au toit. 
La partie bonne est bien dure, le charbon est très brillant, colle très bien à la grille 
et quand on l’a trié soigneusement, c’est-à-dire, quand la zone du toit est mise de 
côté, il est excellent pour le gaz et à Shanghaï, on le préfère au charbon anglais. Les 
autres couches sont moins pures dans l’île que j’ai visitée, mais la main d’œuvre est 
si bon marché (0,50 f ? par jour), qu’on pourrait encore les exploiter avec avantage. 
Le tout venant qui contient au moins 12 % de cendres se vend sur le carreau de la 
mine 20 fr. la tonne et 40 francs à Shanghaï. Si la houille était triée, on pourrait la 
vendre aux bateaux à vapeur aussi cher que le charbon anglais, c’est-à-dire de 50 à 
60 francs la tonne. Pour se faire une idée de la consommation de combustible dans 
la mer de Chine et du Japon il te suffira de savoir que les Japonais ont une flotte de 
plus de 40 vapeurs et que sur la côte de Chine, le nombre de ces navires dépasse 
300 ; or la consommation moyenne de chacun d’eux est d’environ 15 tonneaux par 24 
heures, station dans les ports comprises, cela fait donc un écoulement de 4500 
tonnes par jour. Le Japon fournit à peu près 300 tonnes, l’île de Formose et les 
mines de Bornéo à peu près le double et la balance vient d’Angleterre ou d’Australie, 
mais la bonne qualité des houilles du Japon et le bas prix auquel on peut l’obtenir 
donnera à ce pays le monopole du commerce dans les mers environnantes. 
Plus on va vers le nord du Japon, plus le terrain houiller augmente d’étendue et se 
relie évidemment au grand bassin carbonifère le plus vaste du monde et au centre 
duquel est bâti Pékin. J’ai vu plusieurs chargements de charbon venant du nord, il 
est excellent, bien brillant et fortement collant, je crois donc que d’ici à peu de temps, 
il y aura ici beaucoup de place pour les élèves de St-Etienne et j’espère pouvoir les 
patronner chaudement.  
Notre entreprise chez le prince de Satsuma a en effet excité l’émulation des autres 
princes ; plusieurs ambassades sont arrivées auprès de Mr de Montblanc pour qu’il 
se mette à la tête de toutes ces affaires, il est convenu qu’un mois après mon arrivée 
à Kagoshima, quand j’aurai installé les premiers travaux d’exploitation pour une 
mine d’or qu’on dit très riche, j’irai avec lui faire une tournée géologique chez les 
princes qui nous appellent et je pourrai ainsi me charger de leur procurer des 
39 
 
                                                                                                                                                     
ingénieurs pour leurs mines. Dis-moi si tu voudrais venir ici pour 50.000 francs tous 
frais payés et un intérêt, si tu voulais je pourrais agir en conséquence et choisir le 
meilleur endroit, écris-moi donc de suite ou informes-toi auprès d’autres, mais alors 
ne parle que de 20.000 francs (10.000 francs ?) et dis-moi le nom des individus qui 
désireraient venir afin que je puisse les présenter et les faire connaître. Les départs 
des courriers pour le Japon ont lieu de Marseille, tous les 12, 19 et  28 de chaque 
mois, mais il faut que le lettres soient dans cette ville la veille du départ. 
Quand à moi, comme tu le vois, je suis toujours à Nagasaki. Mr de Montblanc est 
arrivé le 19 octobre, j’espérais partir de suite pour ma destination, mais je comptais 
sans la lenteur de la politique japonaise. Il est en effet dans l’habitude de ce pays 
qu’on doit être sous un gouvernement absolu, très sévère, que les princes consultent 
leurs principaux dignitaires et ne passent rien sans leur assentiment. L’opposition 
est faible et la plus grande partie des récalcitrants sont gagnés, mais ceux qui se 
sont mis de notre côté sont cependant très susceptibles et demandent un certain 
temps moral pour changer publiquement d’opinion afin de ne pas passer plus tard 
pour légers. La concurrence qui s’élève maintenant entre les différents princes hâte 
nos affaires et nous sommes persuadés que nous recevrons d’un jour à l’autre l’ordre 
de partir pour Kagoshima.                                  Coinget (Signé) 
 
Coignet, ingénieur aux soins de Mr Ortmans, Negt (Négociant ?) à Nagasaki – 
Japon 
110 本書簡はこの文章 から始まっている。 






第 20 号、1990 年、pp. 32-42）がある。 
114 原語は、Bulletin de la Société de l’industrie minérale。フランス国立鉱業奨励協会
（Société d’Encouragement pour l’Industrie Nationale）附属図書館で資料調査した。 
115 鹿児島市尚古集成館蔵。 
116 F. Coignet, « Notes sur la richesse minérale du Japon », Bulletin de la Société de 
l’industire minérale, 2e série, tome III (1874), pp. 473-554. 日本語の翻訳本も出版さ
れている：石川準吉『日本鉱物資源に関する覚書─生野銀山建設記─』産業経済新聞社、
1957 年。  
117 高橋邦太郎「生野鉱山学校」『仏蘭西学研究』第 6 号、1975 年。 
118 かつては銅を主に採掘していた。 
119「仏人コワニー雇入約定書」早稲田大学図書館蔵、書写資料、請求番号：イ 14 A3991。 









第２章 コワニェの生涯と人物像  
 




























































































（1870 年 1 月 14 作成) 
オジエによる弔辞 
「同窓会会報」21 号 
（1902 年 12 月 15 日掲載） 
同窓会長による報告文 
「同窓会会報」21 号 
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数年間、カリフォルニアの金鉱
脈探査。 


















































1902  永眠 永眠 
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（天保８）年 3 月 10 日コワニェは誕生した。 
コワニェの出生については、ロワール県公文書館36およびサンテティエンヌ市立公文書
館37で閲覧可能な「出生証書 (acte de naissance)」で確認できる。以下がその内容である。 
 











別しやすいように、J. F. コワニェと表記することにする）は、1837（天保 8）年 3 月 10
日、ロワール県サンテチエンヌ市に誕生した。J. F. コワニェの誕生を市役所に届け出た
エチエンヌ・レオクルーは、J. F. コワニェの母方の祖父である。父方のコワニェ家は、




革職人、ピュピル・ジャンヌと結婚、子供 3 人40。 
2．高祖父：ジュネ・コワニェ。1719 年 9 月 12 日、ジョルジョン・マリーとサンテテ
ィエンヌで結婚、子供の人数不明41。 
3．曾祖父：ジャン・クロード・アレクサンドル・コワニェ（1727 年生まれ）。武器製
造・販売業者。1754 年 6 月 23 日デュラン・アントワネット（なめし革職
人・販売業者ローラン・デュランの娘）と結婚、子供３人42。 
4．祖父  ：クロード・フランソワ・コワニェ（1757 年 11 月 3 日‐1798 年 8 月 3 日）
サンテティエンヌ出身、武器製造・販売業者。1784 年 2 月 17 日ピティオ・
アンヌ（？年‐1837 年 4 月 30 日。ローヌ県ブリニェ出身、ローヌ県ブリ
ニェの薬屋の娘）と結婚、子供 4 人43。 
5．父  ：ジャン・マリー・コワニェ（1798 年 11 月 29 日‐1849 年 4 月 10 日）サン
テティエンヌ出身。薬種問屋。1834 年 11 月 24 日レオクルー・アントワ
ネット（1814 年 11 月 26 日‐1855 年 1 月 7 日）と結婚、子供 2 人44。 
 
このように J. F. コワニェの直系の祖先は、サンテチエンヌがあるロワール県あるいは
その周辺県出身者で、曾祖父と祖父はサンテチエンヌで武器製造業を営み、サンテチエン
ヌの主要産業に貢献し、父親は薬品を取り扱う事業に従事していた。 




父親ジャン・マリーには 3 人の兄姉がいた。すなわち、コワニェには 3 人の伯父伯母が
いた。 
伯母：マリー。1813 年 11 月ジャン・トレイランと結婚45。 
伯父：ジャン・フランソワ（1793 年 2 月 9 日‐1846 年 3 月 5 日）1813 年 5 月 11 日エ
リザベス・デュパスキエと結婚、子供 4 人46。 
伯父：ジャン・バティスト（1796 誕生）1819 年ヴィクトリーヌ・バルブレと結婚、子
供 1 人47。 
 























も会社に入った。1844（天保 15）年には従業員は 150 名にも上るようになり、それらを
を活用して動物の骨を凍らせて高熱で焼いて骨炭を作るなど、様々な生産に取り組んだ。
1846（弘化 3）年 3 月、伯父ジャン・フランソワが急死した後、彼の息子フランソワとス
テファンは、次男のルイなど他の兄弟の協力を得て会社を「フランソワ・コワニェ父子会






（嘉永 6）年には、パリ郊外にフランス初の 4 階建ての鉄筋コンクリートの住宅やフォン
テンブローの森の中の水道橋を建造し、現在もコワニェ式工法の歴史的建造物として保存
されている。 















伯父の義兄：アルフォンス・ガスパール・デュパスキエ（1793 年 8 月 27 日‐1848 年 4





従兄：ルイ（1819 年‐1872 年）サンテティエンヌ出身。1850 年 4 月 1 日エレーヌ・
エルアールと結婚、子供 4 人58。 
従兄：エチエンヌ（愛称ステファン、1820 年 8 月 6 日-1866 年 11 月 1）サンテティエ




婚、子供 2 人60。 
 
 J. F. コワニェは、伯父、ジャン・フラソワとその長男ジャン・フランソワが会社を設
立した 1837（天保 8）年に誕生した。コワニェの父マリーが息子 J. F. コワニェに自分の
兄とその息子と同じ名前を付けたのは、叔父の成功にあやかりたい気持ちと一族の繁栄を
願ってのことであろう。親族が記した家系図には J. F. コワニェの名を「Francisque 
Coinget」と記されている。同じ名前での混同を避けるために、叔父ジャン・フランソワ
に対し、息子（J. F. コワニェの従兄）はフランソワ、J. F. コワニェはフランシスク 
(Francisque) と呼ばれていたのかもしれない。論者がサンテティエンヌで確認したところ、
サンテティエンヌでは、フランソワの愛称としてフランシスクを使うことがあると聞いた。 




その結果、現在も J. F. コワニェの名について誤った解釈が続いている。例えば、最近論
50 
 
文を発表した金光男は「コワニエは、自身を Jean François Coignet と名乗ることもあっ
た。それは洗礼名であるとされる（澤 1978）。したがって彼をカタカナ表記する場合、フ
ランソワではなく、ジャン・フランシスク・コワニエとするのが妥当と考える」61と、ジ
ャン・フランシスクが正式名だと考えている。論者は J. F. コワニェの出生証書、婚姻証
書、死亡証書を確認したが、いずれにも Jean François Coignet（ジャン・フランソワ・
コワニェ）と記載されており、この解釈は誤りである。 
以上、J. F. コワニェの出生と親族の調査から、彼の育った社会環境・家庭親族関係を


















de mineurs à Saint-Etienne（サンテチエンヌ坑夫学校）であった。この名は、1831（天
保 2）年 3 月 7 日に École d’ingénieurs（技師学校）、1925（大正 14）年より l’École nationale 

















1853 年度 入学試験 




満点 （60） (30) （10） (10) (110) 19 人合格 
コワニェの得点 39 13 8.5 8 68.5 7 位で合格 
 
この年、29 人が受験し、4 人が試験の途中で早退、6 人が不合格となり、19 人が合格し
た。最高得点は 90 点、最低点は 35 点で、コワニェは 68.5 点を獲得し、7 位で合格した。 




1837 年 3 月 10 日、サンテチエンヌ（ロワール県）に誕生。 
52 
 




 コワニェは父親を 1849（嘉永 2）年 4 月、12 歳の時に亡くしている。上の記述から父
親の死後、母方の祖父レオクルー宅で暮らしていたことがわかる。また、母親も 1855（安





  1838 年 2 月 25 日誕生の無職エリザベート・コワニェは、故ジャン・マリー・コワニ























8 時～10 時 
21 10 月 15 日（土） 12 月 3 日（土） 
12 月
9・10
・11 月 1 日は祝日のため休講。 





8 時～10 時 







8 時～10 時 







水（12 月 14 日）に実施。 
図形幾何学 
月・金 
8 時～10 時 
15  12 月 6 日（火） 1 月 21 日（土） 
簿記 水 6 12 月 21 日（水） 1 月 25 日（水） 
探鉱 火・木・土 26 2 月 7 日（火） 4 月 1 日（土） 
4 月
7・8 日 
・水曜日の最後の 2 週 
、開発の授業も実施 図形幾何学 月・金 6 2 月 6 日（月） 2 月 24 日（金） 
砕石 月・金 10 2 月 27 日（土） 3 月 31 日（金） 
化学 水 6 2 月 8 日（水） 3 月 15 日（水） 
鉱物学 
月・水・金 
8 時～10 時 
21 4 月 10 日（月） 




























6 月 5 日（月） 6 月 24 日（土）  
 
 
期末試験 6 回   6 月 25 日 8 月 12 日   
                     
・上級（2 年目）クラスの時間割 











8 時～10 時 
18 10 月 16 日（月） 11 月 27 日（月） 12 月
4・9 日 
・5 月 1 日は祝日のため休講。 
・10 時から 12 時までの午前中
と 2時半から 4時までの午後
の授業は製図の練習をする 機械工学 火・木・土 18 10 月 17 日（火） 11 月 25 日（土） 
冶金 月・水・金 22 12 月 6 日（水） 1 月 29 日（月） 
2 月
5・6 日 
・12 月 25 日と 1 月 1 日は祝日
のため休講。 
・冶金工場と建設工場の見学 建築工学 火・木・土 23  12 月 7 日（木） 1 月 27 日（土） 




機械工学 火・木・土 23 2 月 8 日（木） 3 月 31 日（土） 
建築工学 月・水・金 13 3 月 2 日（金） 3 月 30 日（金） 
機械 月・水・金 12 4 月 9 日（月） 5 月 4 日（金） 
6 月
8・9 日 






地質学 火・木・土 19 
4 月 10 
日（火） 
5 月 24 日（木） 
冶金 火・木・土 14 4 月 29 日（土） 6 月 2 日（土） 
鉱山の 
図面作成 
 2 5 月 26 日（土） 5 月 29 日（火） 
期末試験 5 回 
 




                                            
  1 年目は、まず前期に、物理学、数学、化学、図形幾何学、簿記などの基本の科目、後
期は、探鉱、砕石、鉱物学、製図など鉱山開発に必要な科目を学んだ。この他、鉱山見学
をし、実地に製図や見取り図作成の実習を行った。 









とおりである。   
・下級クラス中間試験 
        1853 年‐1854 年 下級クラス 中間試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績 
















口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (50) (50) （30） (230) (230) (20) 
35 39 30 42 16 162 0 162 15.75 4 位 














口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (40) (40) (20) (20) (220) 
27.5 32.5 24 22 14 16 136 4 132 7 位 














(60) (60) (80) (30) (230) 
55 
 
36 36 28 17.5 117.5 2 115.5 14.5 11位 












（40） （40） （20） （20） （120） （30） 
21 23  11.25 18 1 72.25 13 5 位 
 
・下級クラス期末試験 
 1853 年‐1854 年 下級クラス 期末試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績（8 月 14 日集計） 




口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 
(60) (60) (40) (40) (50) (50) （35） (35) (10) (40) (40) (40) 























総合点 順位 所見 
(40) (80) (80) （60） （760） (200) (960) 23 人中 聡明であるが、軽率。 
合格。直ちに上級クラス
に進級可能。 23 37 73 33 4 8 2
（ママ）※
 120.25 602.25 7 位 












クラスは、上級と下級の 2 クラスあり、1 年目は下級、2 年目は上級クラスに当てられ
ていた。コワニェが 1 年目にいた下級クラスには、コワニェと共に入学試験に合格した 19
人の他、前年度に進級できなかった 6 人の学生がおり、計 25 人在籍していた。学年末に














        1854 年‐1855 年 上級クラス 中間試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績 











口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (50) (50) （20） (220) (60) 
33 34 25 30 14 136 5 131 42 5 位 












減点 総合点 順位 
13 人 
口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (40) (40) (20) (10) (220) 
30 22 30  33 17.5  7.5 140 5 135 5 位 






口述 筆記  13 人 
(50) (50) (20) (120) 
34 35 11.5 80 0 80 3 位 
第 4 回 
1855 年 










口述 筆記 口述 筆記 
（50） （50） （50） （50） （20） （10） （230） 
27 38  32 33 14.5 5.5 150 1 149 6 位 







減点 総合点 実験 
順位 
13 人 
口述 筆記 口述 筆記 
（40） （40） （40） （40） （20） （180） 
21 24 30 31 11 117 0 117 16 4 位 
 
・上級クラス期末試験 
 1854 年‐1855 年 上級クラス 期末試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績（8 月 15 日集計） 






口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 
(40) (40) (60) (60) (50) (50) （60） (60) (80) (60) (80) 














総合点 順位 所見 
(30) (20) （60） （750） (196) (946) 12 人中 
成績優秀であるが、少し
分別に欠ける。 




 122 599.50 5 位 




上級クラスに進級した 13 人のうち、最終的に 12 人が免許を取得することができた。そ
のうち、上位 3 人が 1 等、次の 6 人が 2 等、最後の 3 人が 3 等の免許を授与された。コワ






政２）年の 8 月、鉱山学校を卒業した。 
 









館の計 10 館である。その結果、コワニェは、「鉱業協会」(Société de l’industrie minérale)
と「サンテティエンヌ鉱山学校同窓会」(Société amicale de secours des anciens élèves des 
Mineurs de Saint-Etienne)」および「パリ地理学会」(Société de Géographie)」に所属し
ていたことがわかった。 







業した年の 1855（安政 2）年 6 月 26 日で、発足当初、会員はサンテティエンヌ鉱山学校
教師や卒業生が中心であった。会員数は、209 名からスタートし、その後、徐々にサンテ
ティエンヌ鉱山学校関係者以外の会員も増え、2 年後の 1857（安政 4）年には 361 名、1859
（安政 6）年 453 名、1861（文久元）年 540 名、1865（元治 2）年 662 人と急速に増加
していった。1990 年 7 月 19 日に本部をパリに移した。 










































当時、影響力の強い学会であった。コワニェは 1863（文久 3）年 2 月 5 日に入会している
74。コワニェ入会当時、1822（文政 5）年創刊の月刊誌「地理学会会報」(Bulletin de la Société 
de Géographie)が発行されていた75。月刊のこの学会誌には会員名簿は掲載されておらず、
毎年 1 回 12 月 31 日付で会報とは別に名簿が作成、発行されていた。この会報と名簿はパ
リのサンジェルマン通りにある「地理学会」の本部とフランス国立図書館に保管されてい
るが、名簿に関しては、両館とも欠巻が目立った。コワニェの加入期間は 1864（文久 4）




















Bulletin de la Société de l’industrie minérale 
サンテティエンヌ鉱
山学校同窓会報 
Annuaire de la Société 
amicale de secours des 
anciens élèves de l’Ecole 





Société de Géographie 
発足 1855 年 6 月 26 日 1867 年 1821 年 12 月 15 日 
発行 年 4 回（例外的に、年 2 回発行）  年 1 回／12 月 31 日 
入会日 1856 年 3 月 31 日 年 1 回発行 1864 年 2 月 5 日 









mines de plomb 
argentifère de Vialas 
(Lozère) 
1857 6.30 Id.  
1858 6.30 Id.  
1859 6.30 
Ingénieur principal des 
mines de Torrelavega, 





Ingénieur civil  
à Saint-Etien 
ne 
3.31  « Exportations de 
minerais de la province 
de Santander (Espagne) » 
12.31  « Description des 
principaux ateliers de 
préparation mécanique 
des bords de la Meuse et 
de la Prusse Rhénanie 
(1) »  
6.30 
Ingénieur aux mines et 
fonderies de Gar 










7.31  « Description des 
principaux ateliers de 
préparation mécanique 




de la Prusse Rhénanie 
(2) » 
1862 10.31 
Ingénieur des mines et 
hauts-fourneaux 
d’Allevard (Isère) 
8.31  « Notes sur les 
fours à grand tirage, 
employés dans le midi 
de l’Espagne » 
1863 5.31 





1864 7. ? 
Ingénieur attaché à la 
maison scientifique du 
Mexique 
 12.31 
Ingénieur à la 
fabrique d’armes 




de), rue de Tivoli, 8) 








※« Rapport sur les Mines de 
New-Almaden (Californie). 
Par M.Coignet, Ingénieur, 
attaché à la mission 
scientifique du Mexique », 




Ingénieur chez  






Ingénieur de Sa 
Majesté le Taïshiou de 
Satsouma, care of M. 
Kawaminami agent of 
S. M.─ Nagasaki, 
Japon (Voie de suez)  
1868 3.31 Id.  Id. 
1869 7.15 
Ingénieur en chef des 
mines du Mikado aux 
soins de MM. Wachtels 




1870    Id. 
1871 10.1 Id.  Id. 
1872 
1873 
11.15 Id.  Id. 
1874 2.1 Id. 
11.20  « Notes sur la 
richesse minérale du 
Japon » 
Id. 
1875 2.28 Id.  Id. 
1876 7.1 
Ingénieur en chef des 
mines de Sa Majesté le 
Mikado, aux soins de 
MM. Van Oordt,  




(Ingenieur civil chez 




Ingénieur civil, rue 
Saint-Maurice, 1 bis 
(Monplaisir), Lyon  
 
5.1  Ingénieur à Lyon ? 
1878 1.31 
Ingénieur,  
rue Saint-Joseph, 55,  
à Lyon  
 5.1  
Ingénieur à Lyon, 
rue St. Joseph, 55 
? 
1879 5.15 Id. 
 Id. 
(Ingénieur, rue 




(Congrès de Paris が開催された




1881 4.30  Id. 
4.30  « Notice sur les 
bocards américains »  
11.1  « Notes de 
statistique-Production 
de la fonte 1872 à 1879 » 
Id. 
Ingénieur civil, Rue 
Saint-Joseph, 55, 
à Lyon 
1882 5.15 Id.  Id. Id. 
1883 2.15 Id. 





1884 2.15 Id. 
2.15  « Renseignements 
statistiques »  
7.1  « Renseignements 
statistiques »  
Id. ? 
1885 3.15 Id. 
3.15  « Renseignements  
statistiques » 
Id. 退会 
1886 3.1 Id.  Id. 
 
1887 1.1 Id.   
 
5.15 Ingénieure, à la 
Terrasse, canton de 
Touvet (Isère)  
1888 6.1 
Ingénieur civil,  
à la Terrasse, canton de 
Touvet (Isère)  
 
Id. 
1989 4.1 Id.  Id. 
1890 4.1 Id.  Id. 
1891 8.1 Id.  Id. 
1892 7.1 Id.  Id. 
1893 8.15 Id.  Id. 
1894 6.15 Id.  Id. 
1895 6.15 Id.  Id. 





1898 6.15 Id. 
10. ?  « Traitement des 




40 rue Michelet 
(Saint-Etienne) 
1.15  « Traitement des 
quartz(s) aurifères (2) » 
4.15  « Traitement des 
quartz(s) aurifères (3) » 
5.15  Ingénieur, 
40, rue Michelet à 
Saint-Etienne  
1900 3.30 Id.  Id. 
1901 11.1 Id.  Id. 
1902 1.1 Id.  Id. 













業協会会報」に掲載されている。スペインには約 9 か月間赴任し、その後、1860（安政 7）
年 3 月頃にサンテティエンヌに戻る。コワニェは、仕事に就いていない場合は、住んでい
る都市名を用いて、〇〇市の ingénieur civil（土木工学師）と記している。この ingénieur 
civil の称号は、本章第 3 節で見たように、サンテティエンヌ鉱山学校において一定の成績
を取って厳しい基準に合格して卒業すると与えられる称号である。ingénieur civil に対し




工場に技師として赴任した。この年の 12 月と翌年の 7 月に 2 回に渡って「ムーズ川（論
者注：フランス北東部に発し、ベルギー・オランダを経て北海に注ぐ川）周辺とプロイセ
ンのライン地方の主要な機械製造工場に関する記述」77を「鉱業協会会報」に投稿してい
る。この報告書は、コワニェが 1860（万延元）年 5 月にムーズ川周辺とプロイセンのラ
イン地方を視察し、この亜鉛鉱と鉛鉱の機械での処理方法についてまとめられたものであ
る。恐らくサンテティエンヌにいた 3 か月の間に視察に行って、報告書をまとめたのでは
ないかと思われる。アルジェリアには、1862（文久 2）年 10 月頃までの約 2 年間勤務し、
その後、フランスに戻り、イゼール県のアルヴァール鉱山・溶鉱所に勤めた。アルジェリ
ア帰国前の 1862（文久）年 8 月に「鉛を含む鉱石の鋳造のためにスペイン南部で使用さ
れている大容量の溶鉱炉に関する覚書」78を「鉱業協会会報」において発表している。こ














アルヴァール鉱山に約 7 か月間勤務した後、コワニェは、1863（文久 3）年「マダガス
カル会社」(Compagnie de Madagascar) の技師としてマダガスカルに赴任する。この会
社は、ナポレオン 3 世の援助の下、マダガスカルの租借地開発と鉱物・農産資源調査を目
的に設立された。このマダガスカルへの派遣については、【表 1】が示すように、「「太政類










































年 11 月 17 日）、私は蒸気船マスカレーニュに乗船し、同月 22 日にレユニオン島のサン・
ドゥニに到着した（拙訳）」86と記されており、コワニェのマダガスカルの調査は、1863
（文久 3）年 11 月 17 日までであったことがわかる。また、報告書最後に「パリ、1864
年 3 月 1 日。マダガスカル会社の技師、コワニェ」87と記されていることから、フランス
1864（元治元）年 3 月にはフランスに帰国していたことがわかる。 
次に、「パリ地理学会会報」に寄稿した報告文を見てみる。1867（慶應 3）年の 9 月と
10 月の 2 回に渡って掲載され、前半は 43 ページ、後半は 50 ページからなる。内容は、




1 日 3～8 回に分けて計測した気温や湿度、風向などが記されている。 
次は報告文の冒頭部分である。 
 








1863 年 5 月 19 日、我々はマルセイユを発ち、同月 29 日、スエズで我々のために
長く停泊していたフリゲート艦レルミオンヌに乗船した。6 月 30 日、モーリシャス島
のルイ港に到着した際、ラダマ王の訃報に接した。翌日、レユニオン島のサン・ドゥ
ニに赴き、デュプレ司令官から送られた公用文書へのマダガスカルのオヴァ地区統治

























































3）年 8 月から 11 月までに実施された気象観察の表が掲載されている。アフリカ南部
の気候について研究する際に有益に活用されることは間違いない。コワニェ氏は現在
日本にいて素晴らしい職についている。これで、彼が現在いる日本に関する実践的で





コワニェは、1863（文久 3）年 11 月 17 日にマダガスカルから引き揚げ、22 日にレユ
ニオン島に着いた。翌年の 1864（文久 4）年 1 月の前半にフランスに帰国し101、既述のと
おり、その約 2 カ月後の 3 月 1 日、パリで報告書を作成・提出した。パリ地理学会の議事
録102によると、コワニェは、1864（文久 4）年 1 月 22 日の会議でコワニェの入会希望の













ペインは 1862（文久 2）年 4 月には撤退したが、フランスは進軍を続けた。これは、ナポ
レオンが、メキシコ北西の豊かな資源の利用を欲し、メキシコを占領する野望を持ってい
たからである。フランス軍は 1863（文久 3）年 6 月 10 日に首都メキシコシティを占拠し、
翌年の 1864（元治元）年 6 月、ナポレオン３世は、メキシコにメキシコ帝国を樹立させ、
皇帝にはオーストリアのハプスブルク家のマクシミリアンを即位させた。これを契機にコ
ワニェら技師らは、鉱物資源の調査と開発のために、メキシコに派遣されたのであろう103。 




  1864 年、「メキシコ科学委員会(Commission scientifique du Mexique)」の名義で、
公教育省大臣によってギユマン‐タライールに委任された任務は、北アメリカの北緯
41 度から 19 度の地域を地質学と鉱物学の観点から探査し、記録することを目的とし
た。（拙訳）105 






り、1865（元治 2）年から 1867（慶應 3）年まで、メキシコの全域の地質と地形調査を行





（元治元）年 11 月から 1865（元治 2）年 1 月までの調査結果が記されており、上記雑誌
の記載事項を裏付けすることができる。なお、この「鉱山年報」は、当時、主に行政の機
関で働く ingenieur de l’État（官庁技師）向けの会報であった。ingénieur civil（土木工
学技師）のコワニェではあったが報告文が掲載されるということは、政府派遣技師として
成果をあげていたことを示すものだと言える。 














 【表 3】比較表  








（1902 年 12 月 15 日掲載） 
同窓会長による紹介
『同窓会会報』21 号 












1856 ロゼール県、ヴィアラ 1856-1860 
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     ↓ 
数年間、カリフォルニア
の金鉱脈探査 
























































     ↓ 
イゼール県にある所有
地に住む 



























とは異なっていたことが今回の調査で明らかとなった。本章第 4 節１の【表 2】が示すよ
うに、コワニェは「鉱業協会」に 1867（慶應 3）年の 1 月から 7 月まで、Ingénieur chez 






第 3 章で言及したように、コワニェは 2 人兄妹であった。コワニェより一つ年下の妹エ
リザベートの婚姻証書109を調べると、エリザベートはゴーシェ家に嫁いでいたことがわか
った。妹の婚姻証書により、妹とその夫についての詳細を知ることができる。 
妹の名はエリザベート110、1838（天保 9）年 2 月 25 日生まれの無職であった。夫の名
はジャン・ゴーシェ111、1834（天保 5）年 2 月 19 日生まれで、父親の死後ゴーシェ会社

















とシスレー家へよろしく、ゴーシェへも」114（1877 年 12 月 1 日付）「君の兄（弟）さん
ゴーシェ（中略）へもよろしく」115（1878 年 1 月 12 日付）、「君の義弟ゴーシェ氏へも私



















ワニェはまず Ingénieur de Sa Majesté le Taïshiou de Satsouma（薩摩の大将閣下の技師）
75 
 
として薩摩藩に従事し、翌年の 1868（慶應 4）年から帰国する 1877 年まで、Ingénieur en 
chef des mines du Mikado（帝の鉱山技師長）として日本政府に雇用された。「鉱業協会会
報」の会員リストには、当時の連絡先も記載されていた。それは次のとおりとなる。 
 
①1867（慶應 3）年～1868（慶應 4）年： 
Ingénieur de Sa Majesté le Taïshiou de Satsouma（薩摩の大将閣下の技師）,  
care of M. Kawaminami agent of S.M- Nagasaki（Voie de Suez） 
  ②1868(明治元)年～1875(明治 8)年： 
Ingénieur en chef des mines du Mikado（帝の鉱山技師長）, 
aux soins de MM. Wachtels Groos et Co, Kobé (Japon) 
  ③1876（明治 9）年～帰国まで 
Ingénieur en chef des mines de Sa Majesté le Mikado（帝閣下の鉱山技師長）,  
aux soins de M. M. Van Oordt, n∘ 101, Kobé-Hiago (Japon)     
 
上記連絡先には、いずれもフランス語で « aux soins de »または英語で « care of »と記さ
れおり、「気付」つまり郵便物の送り先を表している。 






く、開港は 1868（慶應 4）年であった。これらの居留地は、1899（明治 32）年の条約改
正で撤収された。幕末から昭和戦前期にかけて、横浜・香港などの開港場で発行された在
日外国人・機関の名簿である「ジャパン・ディレクトリー」119を調べると、この 2 社につ
いての記述があり、そこから 2 社に関する情報を得ることができる。 
②の Wachtels Groos は、もともと長崎に住むオランダの商人であった Wachtels 氏が
1868 年に Groos 氏と組んで長崎に設立した会社で、オーストリアの蒸気船会社と取引を
76 
 
した他、1869 年のスエズ運河開通後は、スエズ運河の代理店（agent for Suez canal）に
もなった。1868 年に神戸が開港すると、神戸居留地 90 番地にも支店を開いた。この時に
コワニェと何らかの接点を持ち、コワニェの窓口として関係を結んだと思われる。 
一方、③の Van Oordt は、横浜居留地 12 番にあるオランダ・インド洋海上火災保険会





Coignet, ingénieur aux soins de Mr Ortmans, Negt à Nagasaki – Japon 
 
『ジャパン・ディレクトリー』120によると、Ortmans は、②の Wachtels Groos et Co.
の社員であった。1868 年の  The chronicle&Directory for China, Japan, & The 
Philippines 所収 « The Nagasaki Directory »には、Wachtels Groos et Co.会社のメンバ





























技師である。1837 年 3 月 10 日にロワール県、サンテティエンヌに生まれた。父は、
ジャン・マリー・コワニェ（1849 年 4 月 10 日にサンテティエンヌに於いて死亡）、
















名前が掲載されていない号はないほどであった。その雑誌は、Revue horticole, Journal 
des Roses, Cultivateur, Lyon horticole, Nord-Est agricole et horticole, Journal de 







らリヨンで絹織物商を営み、1832 年 11 月 22 日にリヨン在住のルイーズ・ソフィーとリ
ヨンで結婚した。ルイーズの父親128はリヨン（ロワイヤル通り）の医師であった。マリー
誕生から 4 年後の 1848 年、ジャンはフランスに帰化している。58 歳まで絹織物商を続け
たジャンは、その後、園芸家に転向し、リヨン郊外のモンプレジールの自分の庭で植物の









さて、コワニェとマリーが結婚した 1872（明治 5）年 3 月 4 日は、まだコワニェが生野
在勤中であった。この前年のことを工部省鉱山助朝倉盛明は、1876（明治 9）年 4 月に作
成した報告書「但馬国生野鉱山ノ景況」133に次のように記している。 
 







治 4）年 9 月に日本を発ち、フランスに一時帰国をしていたことがわかる。そして、一時
帰国した折にマリー夫人の家族が住むリヨンで婚姻届を提出し、正式に結婚したのであっ
た。一時帰国から日本に戻ってきた日については、公的な記録は残っていないが、澤護の
調査135により、当時横浜で発行されていた英字新聞 The Japan weekly mail の 1872 年（明
治 5）9 月 21 日号136の«Passengers»の欄において、香港から来た Volga 号の乗船客として
«Mr.and Mrs. Coigne and servant maid»という記録が見つかっている。Coignet の名の綴
りのミスがあるもののこれはコワニェ夫妻を指すと判断すると、コワニェの一時帰国は、

























（安政 6）年にスペインに赴任するとオジエも翌年の 1860（安政 7）年から約 2 年半それ
まで勤めていたフランス国内の鉱山 (Mines de Languin, près Nort, Loire-Inférueyre) 
を辞してスペインの鉱山(Ingénieur aux mines de Carbayin, par Ovidedo et Pola de 






1874 年 4 月 25 日  小瓶（複数）代および送料、パリのジョントへ支払い 
1875 年 5 月     アデン・コーヒー4 袋代、リュニョーへ支払 
1875 年       洋服二着分サンテティエンヌのプリヨンとシャナンへ支払 
1875 年       メモワール・ジャポンと地図 100 部代、グランデュリへ支払 
1876 年       日本政府の計算書 F につき支払（ゴーシェ氏方にて 10362.90
受取るべきところ自分は 10000 しか受取らぬ） 
1876 年 5 月 20 日  サント・アミカル（論者注：サンテティエンヌ鉱山学校同窓会）







さらに興味深いのは、地図の印刷である。本章第 1 節で言及した 1874（明治 7）年執筆

































つを受け取った。                （1877 年 7 月 25 日、横浜）143 
領事館で私宛の君の封書を受け取った。それと引換に君の署名のある契約書を置いて





                     （1878 年 5 月 31 日、山ケ野金山）145 
私の弟が私の出発以来君に四千フランにつき六パーセントの利子を払うはずになって
いたが、彼が知らせてこないのでどうなっているのか皆目わからない。（中略）君が大
きな財産を失うまでそれに気がつかなかった。          
（1879 年 1 月 26 日、山ケ野）146 
 
 3．物品購入・支払・運送  














                          （1877 年 7 月 25 日、横浜）149 
君の貴重なまた詳細な意見が私に取るべき方向を示している。私は全部それに従おう。 
























くかった。帰国した 1877（明治 10）年から 1888（明治 21）年中旬までマリー夫人の実
84 
 






山関係者からコワェに宛てた 15 通の書簡から読み取ることができる。15 通の書簡の日付
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Mérieux du XIXe siècle à nos jours, Paris, Perrin, 2003, Tableau I et II. 
33 古くから武器工場の存在で地名が知られたため、フランス革命中には Armeville（武器
の街）または Commune d'Armes（武器のコミューン）と改名されていた。 
34 鉄道については、佐藤信之『鉄道時代の経済学─交通政策の始まり─』（交通新聞社、
2014 年）、ミッシェル・コット、小林一郎「1815 年から 35 年間のマルク・スガンにお
ける技術革新と技術移転について」（『土木史研究』第 15 号、1995 年）、Marc Gayda, 
André Jacquot, Patricia Laederich et Pierre Laederich, Histoire du réseau ferroviaire 
français (Valignat, Éditions de l’Ormet,‎ 1996)を参照した。 
35 小林一郎「マルク・スガンによるフランス初の鉄道建設過程とその歴史的評価に関する
研究」（公益財団法人東日本鉄道文化財団助成研究論文データベースより） 
36 原語：Les archives départementales de la Loire 
37 原語：Les archives municipales de Saint-Etienne 
38 西堀昭の論文にも本出生証書が紹介されているが、筆者が入手した出生証書の内容と異
なるため、一部訂正・加筆して記す。以下が原文である。 
L’an mil huit cent trente sept le dix mars à dix heures du matin par devant nous 
Adjoint et Officier de l’Etat civil de la ville de St Etienne (Loire) ont comparu S. 
Etienne Réocreux, âgé de cinquante ans, négociant, ?(adresse), lequel nous a 
présenté un enfant mâle dont il nous a déclaré avoir vu accoucher ce jour à deux 
heures, Antoinette Réocreux, sa fille, épouse de Sieur Jean-Marie Coignet, 
droguiste rue Royale, auquel il a donné les prénoms de Jean-François, le tout fait et 
lu en présence de G? Bounat (Jérôme Bonnet ?), âgé de quarante-cinq ans, commis, 
rue de la Paix, Jean Marat, âgé de vingt-sept ans, commis rue de Lyon, ont signé 
avec nous et le comparant. (Signatures) （判読不可の箇所は？で記す） 
39 サンテティエンヌ市の北東にフォレ山塊 Mont de Forez があり、サンテティエンヌを含
めたこの一帯はフォレ地方と呼ばれていた。 
40 原語：夫 Jean Coignet (Saint-Chamond)、妻 Jeanne Pupil、子供 Genest, Georges, 
Germain-Pierre。 
41 原語：夫 Genest Coignet、妻 Marie Jourjon。 
42 原語：夫 Jean-Claude-Alexandre Coignet、妻 Antoinette Durand (fille de Laurent 
Durand)、子供 Claude-François, Marie, Elizabeth。 
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43 原語：夫 Claude-François、妻 Anne Pittio (Brignais, Rhône)、子供 Jean-Marie, Marie, 
Jean-François, Jean-Baptiste。 
44 原語：夫 Jean-Marie、妻 Antoinette Réocreux、子供 Jean-François, Elisa。 
45 原語：長女 Marie、夫 Jean Treilland 
46 原語：長男 Jean-François、妻 Elisabeth Dupasquier、子供 Jean-François, Louis, 
Etienne dit Stéphane, Emma。 
47 原語：次男 Jean-Baptiste、妻 Victorine Barberet、子供 Elisa。 
48  Pierre Cayez, et Serge Chassagne, Les patrons du second empire, Lyon et le 
Lyonnais (Paris, Picard/Edtions Cenomane, 2007) 、Bernadette Angleraud, et 
Catherine Pellissier, Les dynasies lyonnaises des Morin-pons aux Mérieux du XIXe 
siècle à nos jours (Paris, Perrin, 2003)、Jean-Pierre Gutton, Les Lyonnais dans 
l’histoire (Toulouse, Privat, 1985)、Dominique Barjet (sous la direction de), Les 
entrepreneurs du second empire (Paris, Presses de l’Université de Paris-Sorbonne, 
2003)などにジャン・フランソワ・コワニェとその家族についての記載がある。 
49 原語：L’Hôtel-Dieu。 
50 原語：L’Ecole de la Martinière、化学・科学・技術教育に特化した名門校 
51 原語：Gaspard-Alphonse Dupasquier 
52 原語：Saint-Rambert, dans la vallée de la Saône 
53 原語：La Guillotière, rue Sainte-Anne de Baradan au hameau de la Villette. 
54 原語：Société François Coignet, Père et Fils 
55 ジャン・ジャック・フランソワ・コワニェ(Jean Jacques François Coignet , 1855-1947)
理工科学校卒。鉱山技師の資格を持つ。1911 から 11 年間、リヨン商工会議所会頭を務
めた。 
56 原語：Alphonse Gaspard Dupasquier (né à Chessy, Rhône)  
57 原語：Laurent-Auguste Dupasquier 
58 原語：Louis、妻 Hélène Erhard、子供 Marie, Joseph Paul, Victor Emile Louis, Pauline 
Alexandrine。 
59 原語：Etienne (Stéphane)、妻 Pauline-Jeanne Bizot、子供 Hélène Louise, Jean, 
Alice-Marie, Berthe-Marie。 
60 原語：Emma、夫 Alexandre Glénard、子供 Frantz, Camille。 
61 金光男「お雇い外国人地質学者の来日経緯（２）仏人鉱山地質学者コワニエ」『地学教
育と科学運動』60 号、2009 年、p. 42。 
62 ルイ・アントワーヌ・ボニエ (Louis-Antoine Beaunier, 1779‐1835) イル＝ド＝フラ
ンス地方ムラン出身。パリ鉱山学校卒。鉱山士、冶金工学と鉄道の先駆者。 




第 15 号、1995 年）を参照。 
64 原語：Marc Seguin 
65 原文：Coignet (Jean François) 
Né à St. Etienne (Loire) le 10 Mars 1857. 
  Admis comme élève titulaire, par M le Ministre des Travaux Publics, à la date du 21 
8bre 1853. S’adresser pour affaires le concernant à Madame Ve Coignet, rue du Puy 
(chez Mr Réocreux) à St. Etienne (Loire). 
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66 コワニェは 2 人兄妹であった。 
67 原文：Elisabeth Coignet, sans profession, née en cette ville le vingt cinq février mil 
huit cent trente huit, fille mineure et légitime de feux Jean-Marie Coignet et 
Antoinette Réocreux, décédés, autres lieux aux dates les dix avril mil huit cent 
quarante neuf et sept janvier mil huit cent cinquante-cinq, procédant du 
consentement de M. Etienne Réocreux, ici présent, son ayant ?, propriétaire à St 
Etienne, avec lequel elle demeure, impasse Pa?sson 7. 
68 エマニュエル・ルイ・グルネ (Emmanuel-loui Gruner, 1809‐1883)スイス・ベルン出
身、冶金学と地質学を専門とするフランスの技師。パリ理工科学校卒業後、フランスに
帰化、パリ鉱山学校主席入学。サンテティエンヌ鉱山学校には、1835 年から 1847 年










74 Bulletin de la Société de géographie, janvier-février (1864), Paris, p. 15.  
75 1900 年から La Géographie（『地理』）と名称が変わり、1940 年に発行休止となった。
1947 年、Acta Geographica（『地理学雑誌』）（年 3 回）が創刊し、2001 年から La 
Géographie、2008 年からは La GéoGraphie と名称が変わった。 
76 会報発行が 3 か月に 1 回であることから、リスト作成日から 3 か月前までの 3 か月間の
いずれかとなり、実際の日より 1～2 か月のずれが生じる可能性はある。 
77 « Description des principaux ateliers de préparation mécanique es bords de la meuse 
et de la Prusse Rhénane », Bulletin de la Société de géographie, décembre (1860), 
Paris, pp. 117-178. / Ibid. , juillet (1861), Paris, pp. 471-531.  
78 « Note sur les fours à grand tirage empolyés dans le midi de l’Espagne pour la fonte 
de quelques minérais plombeux », Bulletin de la Société de l’industrie minérale, 
Tome VII., août (1862), Paris, pp. 493-516. 
79  « Rapport de M. Coignet, ingénieur sur la côte nord-est », Documents sur la 
Compagnie de Madagascar présédés d’une notice historique, Paris, 1867, p. 140. 
原文：M. Coignet, ingénieur sorti de l’École des mines de Saint-Étienne, et employyé 
depuis cette époque à de nombreux voyages de cherches en France, en Espagne, en 
Belgique, dans la Prusse rhénane, la Saxe et l’Algérie, et en dernier lieu directeur 
des hauts fourneaux des usines d’Allevard (Isère). 
80 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867. 
81 « Excursion sur la côte nord-est de l’île de Madagascar », Bulletin de la Société de 
Géographie, septembre, 1867, pp. 253- 295 と Ibid., octobre, 1867, pp. 334-383. 
82 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867. , pp. 247-248. 
83 マダガスカル北東部の地名。 
84 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867, pp. 247-248. 
89 
 
                                                                                                                                                     
原文：                                            Paris, le 16 mars 1863.  
 
       M. Coinget, ingénieur, chef de la section de Vohémar. 
 
     Monsieur, au moment où la mission d’exploration va quitter la France, je tiens à 
préciser la nature des recherches, des observations et des travaux que la 
Compagnie a confiés, sur ma proposition, à votre intelligence et à votre 
dévouement.  
     Le centre de vos opérations sera Vohémar. 
     Votre personnel se composera de M. Aumont, d’un médecin qui s’adjoindra à la 
mission à la Réunion, de quatre mineurs, de quatre charpentiers bûcherons, d’un 
forgeron également pris à la Réunion et d’un interprète Malgache pris à Tamatave. 
Tous ces agents seront placés sous vos ordres. 
     D’après les renseignements fournis par M. Lambert, j’ai estimé que le personnel 
d’indigènes qui vous serait nécessaire serait de 60 hommes (...). Ce nombre de 60 
doit être suffisant pour vous transporter, vous, vos tentes et le bagage. 
85  « Rapport de M. Coignet, ingénieur sur la côte nord-est », Documents sur la 
Compagnie de Madagascar présédés d’une notice historique, septembre, Paris, 1867, 
pp. 264- 318. 
86 Ibid. , p. 267. 
原文：Le 17, je m’embarquai sur le bateau à vapeur le Mascareignes et j’arrivai à 
Saint-Denys de la Réunion le 22 du même mois. 
87 Ibid. , p. 318. 
88 F. Coignet : « Excursion sur la côte nord-est de l’Ile de Madagascar par F. Coignet 
Ingénieur civil des mines », Bulletin de la Société de géographie, septembre, 1867, 
pp. 253-254. 
 原文：On sait que dans le courant de l’année 1862, le roi Radama II donna à M. 
Lambert la concession de tous les terrains inoccupés de Madagascar ainsi que les 
mines qu’on pourrait y découvrir. Une compagnie d’exploration, à la tête de laquelle 
se trouvaient de grands financiers, fut organisée à Paris sous le patronage du 
gouvernement français. L’expédition se composait : de trois chefs de section, d’agent 
commerciaux, de médecins naturalistes, de sous-ingénieurs, d’un sériciculteur, de 
photographes, etc. ; elle devait explorer les côtes nord-ouest, nord-est et la provinces 
d’Émirne ; celle dont j’étais chargé comprenait tout l’espace situé entre le cap 
d’Ambre et la baie d’Antongil, depuis la côte jusqu’à la chaîne centrale de l’île. La 
direction de l’entreprise avait été confiée à M. Dupré, capitaine de vaisseau, 
commandant de la station navale des côtes orientales d’Afrique. 
    Partis de Marseille le 19 mai 1863, nous nous embarquâmes à Suez, le 29 du 
même mois, sur la frégate l’Hermione qui nous attendait depuis longtemps. A notre 
arrivée à Port Louis (île Maurice) le 30 juin, nous apprîmes la mort du roi Radama ; 
le lendemain nous étions à Saint-Denis (Réunion), où nous attendîmes jusqu’à la fin 
de juillet les réponses du gouvernement Ova (論者：Hova) aux dépêches envoyées 
par le commandant Dupré. 
89 Annuaire des Anciens Elèves de l’Ecole des Mines de Saint-Etienne de 1903, p. 81.
と Circulaire des Anciens Elèves de l’Ecole des Mines de Saint-Etienne, No.21, 15 
décembre 1902, p.8. 
原文：Le Gouvernement français envoya à Madagascar auprès du roi Radama 1er. 
90 原語 : Radama Ire (1793 ?‐1828). 
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91 メリナ王国(Merina) 1540 年から 1897 年にマダガスカルの大部分を支配していたメリ
ナ人の王国。フランスの占領により滅亡した。 
92 原語 : Ranavalona Ire (1788 ?‐1861). 
93 原語 : Radama II (1829/9/23‐1863/5/11). 
94 本名：Charles Louis-Napoléon Bonaparte (1808 年 4 月 20 日‐1873 年 1 月 9 日) 
95 原語 : Joseph Lambert (1824-1873)フランス・ナント出身。フランスの貿易家・冒険家。 
96 藤野幸雄『赤い島─物語マダガスカルの歴史』（彩流社、1997 年）と高知尾仁編『表象
としての旅』（東洋書林、2004 年、pp. 147-248）を参照。 
97 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878. 
98 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878, p. 489. 
原文：Madagascar.─L’île de Madagascar a été encore peu étudiée au point de vue 
géologique. En 1863, (...) M.Coignet a fourni des renseignements sur la constitution 
du sol de la côte nord-est à Angontsy. 
99 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878, p. 552. 
原文：Pour l’île de Madagascar, nous n’avoins à citer que les tableaux d’observations 
s par M. Coignet d’août à novembre 1863. 
100 Bulletin de la Société de géographie, février-mars, Paris, 1868, p. 180. 
原文：(...) M. Francis Coignet, appelé en 1862 à participer, comme ingénieur, à 
l’exploration des terrains concédés à M. Lambert par Radama II, a visité la côte 
nord-est de Madagascar. Moins inconnue que la côte occidentale, elle est bien loin, 
cependat, de ne plus rien offrir aux recherches des voyageurs. M. F. Coignet a 
parcouru la province d’Angontsi, et nous a donné des détails précieux sur la géologie, 
sur les productions végétales, sur les mœurs des habitants et sur l’organisation 
gouvernementale du pays. Sa notice se termine par des tableaux d’observations 
météorologiques exécutées d’août à novembre 1863, et qui seront certainement 
consultées avec fruit par ceux qui auraient à étudier le climat de l’Afrique australe. 
C’est là encore un excellent travail qui nous permet d’espérer que notre collègue 
nous donnera sur le Japon, où il est en ce moment, des notions pratiques et utiles.  
101 F. Coignet : « Excursion sur la côte nord-est de l’Ile de Madagascar par F. Coignet 
Ingénieur civil des mines », Bulletin de la Société de géographie, septembre, 1867, p. 
259. 
102 Bulletin de la Société de géographie (février, Paris, 1864, pp. 151-152), Bulletin de 
la Société de géographie (mars, Paris, 1864, p. 225). 
103 増田義郎『物語ラテン・アメリカの歴史─未来の大陸』（中公新書、中央公論社、1998
年）と鹿島茂『怪帝ナポレオン III 世 第二帝政全史』（講談社、2004 年）を参照。 
104 Louis Figuier, « Exploration orographique des contrées mexicaines (Californie et 
Mexique) de 1864 à 1867 », L’Année scientifique et industrielle, Paris, Hachette, 
1869, pp. 340-343. 
105 Louis Figuier, « Exploration orographique des contrées mexicaines (Californie et 
Mexique) de 1864 à 1867 », L’Année scientifique et industrielle, Paris, Hachette, 
1869, p. 340. 
91 
 
                                                                                                                                                     
  原文：La mission qui fut confiée à M. Guillemin-Tarayre, en 1864, par M. le Ministre 
de l’Instruction-publique, au nom de la Commission scientifique du Mexique, avait 
pour but de reconnaître et de décire, au point de vue géologique et minnéralogique, 
les gisements minéraux dont les contrées de l’Amérique du Nord comprises entre le 
41e et le 19e degré de latitude nord offrent des exemples si multipliés. 
106 1794 年に発足したフランス政府機関 l’Agence des mines が発刊した工業・鉱業技術や
地理学・鉱業経済に特化したフランスの科学・技術雑誌。フランス政府機関当初の名は
Journal des Mines で、1815 年より Annales des Mines と改名。1950 年頃までは、著
者の多くは、行政機関や重工業で働く鉱山技師であった。 
107 Gisement du mercure de New-Almaden. Rapport sur les mines de New-Almaden 
(Californie), Journal des Mines, Tome IX, 1866, pp. 561-603. 
108 Armes de chasse de la boulette fulminante à la percussion centrale, collection 
musée d’Art et d’industrie Saint-Étienne (Musée d’Art et d’industrie, ville de 
Saint-Étienne, 2008)およびサンテティエンヌ芸術・産業博物館学芸員 Eric Perrin 氏
のご教授による。 
109 原文：L’an mil huit cent cinquante huit, le dix-neuf juillet deux heures et demie, par 
devant nous, adjoint et Officier de l’Etat civil de la ville de St Etienne (Loire), ont 
publiquement comparu, Jean gaucher, fabricant d’armurerie à St Etienne (né le) le 
dix-neuf février mil huit cent trente quatre, fils majeur et légitime de feu Antoine 
Gaucher, décédé autre lieu le cinq décembre mil huit cent quarante sept, époux de 
Marie Charbonier, ménagère demeurant rue Violette, ici présente et consentante, et 
Elisabeth Coignet, sans profession, née en cette ville le vingt cinq février mil huit 
cent trente huit, fille mineure et légitime de feux Jean-Marie Coignet et Antoinette 
Réocreux, décédés, autres lieux aux dates les dix avril mil huit cent quarante neuf 
et sept janvier mil huit cent cinquante-cinq, procédant du consentement de M. 
Etienne Réocreux, ici présent, son ayant ?, propriétaire à St Etienne, avec lequel 
elle demeure, impasse Pa?sson 7, sur l’interpellation que vous avons faite en vertu 
de la Loi du dix juillet 1850, les futurs époux ont déclaré que le contrat de leur 
mariage a été passé devant Me Testenoire, notaire à St Etienne, le dix-sept de ce 
mois, lesquels nous ont requis de procéder à la célébration du mariage projeté entre 
eux et dont les publications ont été faites et affichées de conformité à la loi, et sans 
opposition les vingt et vingt-sept juin dernier. Faisant droit à leur réquisition après 
avoir donné lecture des actes sus-datés et du chapitre six du Code Napoléon intitulé 
du Mariage, avons demandé aux futurs époux s’ils voulaient se prendre pour mari et 
femme, chacun d’eux ayant répondu séparément et affirmativement, déclarons au 
nom de la Loi, que lesdits Jean Gaucher et Elisabeth Coignet sont unis par le 
mariage, de tout quoi avons dressé et lu ledit acte en présence de Jean Réocreux, 
âgé de quarante-deux ans, négociant, de Louis Ducasse, âgé de vingt-quatre ans, 
négociant, et de François Coignet, vingt (et) un ans, ingénieur civil, frère de l’épouse 
demeurant en cette ville, et ont les comparants signé avec nous. 
110 原語：Elisabeth 
111 原語：Jean Gaucher 







                                                                                                                                                     
当センターの研究員矢島祐利が翻刻したものである。 
114 矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」ユネスコ東アジ
ア文化研究センター、1970 年、p. 21。 
115 矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」ユネスコ東アジ
ア文化研究センター、1970 年、p. 25。 
116 Ibid. , p. 42. 
117 サンテティエンヌ芸術・産業博物館学芸員 Eric Perrin 氏。 
118 サンテティエンヌ鉱山学校学芸員 Jean-Paul Gaschignard 氏。 
119 ディレクトリーには、横浜、神戸、長崎で発行されたものと香港で発行されたものがあ
る。前者の代表的なものには « The Japan Herald Directory »や« The Japan Gazette 
Directory »（後に « The Japan Directory »と改組）、後者には « The China Directory »




120 « The Chronicle & Directory for China, Japan, & The Philippines, for the year 1868 », 





123  原文： le citoyen Coignet Jean-François, ingénieur civil, demeurant en cet 
arrondissement rue Croix-Morley (quartier de Monplaisir), né à St-Etienne (Loire) 
le dix Mars mil huit cent trente sept, majeur et fils légitime de défunt Jean-Marie 
Coignet, décédé à St-Etienne (Loire) le dix avril mil huit cent quarante-neuf, et de 
Dame Antoinette Réocreux, décédée au même lieu le sept janvier mil huit cent 
cinquante-cinq. 
124  la citoyenne Marie-Elisa-Octavie, Sisley, institutrice demeurant en la compagnie 
de ses père et mère au 8è arrondissement rue St Maurice N°1, (quartier de 
Monplaisir), née à la Guillotière, troisième arrondissement de Lyon, le six 
décembre mil huit cent quarante quatre, majeure et fille légitime de Mr Jean 
François Henry Sisley, propriétaire, et de Dame Louise, Sophie, Octavie, Sauveton, 
son épouse. 
125 Jean-François Henri Sisley (1804.6.15 ‐1891.1.12)  Cercle horticole lyonnais (リ
ヨン植物サークル・現 Association horticole lyonnaise)の立ち上げにも寄与し、本サー
クル発行の雑誌にはジャンによる多くの記事が掲載されている。  
126 例えば、 « Jean-François Sisley », Lyon-Horticole, Treisième Année, 1891, pp. 68-69.   
や « Nécrologie. ─ Mort de Jean Sisley », Journal des Roses, Tome XV, 1er février 
1991, p. 1.など 
127 父：Jean (John) Sisley、母：Marie Walerina。 
128 父：Gabriel-Marie Sauveton、母：Sophie Mouchon。 
129 Sophie Julie (1833), Emilie Louis Jean (1836), Jules Gabriel Jean (1838), Hippolyte 
(1842), Marie (1844), Léon (1847), Aline (1850)． 
130 Jan Frans van Dael ( Jean-François) (1764‐1840)、アントワープ出身。早い時期に
パリに渡り、パリで活躍した画家。パリのペール・ラシェーズ墓地に眠る。 
131 澤護「生野銀山のお雇いフランス人」『仏蘭西学研究』日本仏学史学会、1981 年、p. 14。 
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に寄贈した。ヴェルニー宛てのコワニェの書簡は、1868（明治元）年 12 月 30 日に、横浜
から送られている。この新出資料全文（拙訳）を下に紹介する10。 
 
                              横浜、1868年12月30日 



















                                                                コワニェ J.F 
   Aux soins de M.M. Wachtels & Co à Kobé  




















ヂーニ面晤シテ竣工機械ノ授受ヲ了シ且更ニ大小諸器具八百種ノ製造ヲ依賴セリ   
（下線は論者による。以下同様とする）        （『横須賀海軍船廠史』）12 
 
コワニェが横須賀製鉄所に注文した機械は、採鉱用の機械 10 種類であった。完成は、
注文してから 6 カ月後の 1869（明治２）年 6 月であった。6 月 21 日に機械はアメリカの
郵船で神戸港まで運ばれ、生野に届けられた。この記録から、生野側は、この機械を受け
取るや否や、更に大小 800 種類もの器具の製造を新たに依頼したことがわかる。 
そして、翌年 1870（明治 3）年の 1 月、「（論者注：明治三年）一月横須賀製鐵所ニ委嘱
製造セシメタル鑛山ニ資用スヘキ溶鉱炉付属機械落成ス」13と、発注していた溶鉱炉が落
成した。さらに、前年の 1869（明治 2）年 6 月に注文した 800 種類の器具も「（論者注：
明治三年）三月八日製鐡所ハ鑛山司ニ通信シテ生野鑛山用ノ諸機械悉皆其製造ヲ了シテ二
月中既ニ同地ニ送付シタルヲ告ゲ且製造費額洋貨八千九百四十三弗七十三仙ノ交付ヲ要求










純 金 純 銀  銅 
明治 2 年 10 月～同 3 年 9 月 61.62 オンス 282.47 オンス 0 1,590.620 円 











ヲモ雇使スヘシ                     （「工部省沿革報告」）16 
 
朝倉盛明の「生野銀山行業ノ景況」によると、1871 年（明治 4）年 5 月に大機械の建設












が拡張され 1871（明治 4）年に完成した当時唯一の官営造船所である18。従って、明治 4
年以降、記録には、「製鉄所」ではなく「造船所」と記されている。 

















その後、明治 9 年 3 月に「三拾貮樽ノ製鑛器五年議決ノ大器誡ノ一設置」し、同年 5 月









 鉱 種 
代 価 
純 金 純 銀 銅 
明治 2 年 10 月～同 3 年 9 月   61.62 オンス    282.47 オンス 0   1,590.620 円 
明治 8 年 7 月～同 9 年 6 月 3,145.66 オンス 39,178.08 オンス 0 111,511.450 円 
明治 9 年 7 月～同 10 年 6 月 3,119.42 オンス 31,652.29 オンス 0 101,902.520円 
明治 10 年 7 月～同 11 年 6 月 7,620.23 オンス 65,521.81 オンス 0  241,215.050円 


















































ンの品を生野・飾磨港間約 50 ㎞の道程運ぶのに、古道では 17 円 29 銭、マカダム式道路






一方、ワイレンヤー・セセフトは「生野鉱山建設」（1872（明治５）年 7 月 1 日付）と
題した調査書を提出した。ワイレンヤー・セセフトは、調査書「生野鉱山建設」（1872（明
治５）年 7 月 1 日作成）と題した調査書には、生野から尾形（現在の市川町にある）まで
の道路をマカダム式にするために必要な石の量、作業内容による人件費が算出されている。
街道の中で急な峠のところは、架橋して川を横切らせて緩やかにすることを提案し、架橋
のための費用も計上している。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
コワニェらは、これらを勘案し、レオン・シスレーを工事の責任者に任命することに決
めた。レスカスが算出した建設費用の 52,500 円の他、地所買上げ 24,684 円、家屋買上げ






工師リヨン・シスレー記」と記載あり、1872（明治 5）年 12 月 24 日レオン・シスレーが
作成した生野から飾磨港まで描かれた略図である。地名は日本語であるが、その上に記さ




ーの案である。「工部省沿革報告」にはシスレーの赴任は 1873（明治 6）年 5 月となって






































流アル地ハ悉ク架橋ヲ完修ス            （『生野銀山行業ノ景況』）30 
 
 周りの農地に悪影響がないように配慮しながら、1 里ごとに 3 人の人夫、計 50 名を配置
し、土地に応じて砂や砂利を使用して固く平らな舗装道を造ったことがわかる。工事には
地元の人も駆り出されての大規模な工事だったと想像される。 
工事は 3 年がかりで行われ、1876（明治 9）年 4 月に完成した。この舗装方法は当時の
日本では始めての試みで、播磨に作られたこの馬車道は、本邦初の舗装道路であり、日本
で最初の「高速産業道路」と言われている31。掛かった費用はそれでも莫大で、現在の金















































                    （『兵庫県管内地誌』、1894（明治 27）年）40 







馬車道建築が始まった当初の 1873（明治 6）年 9 月 8 日発行の『フランス公刊新聞』








 生野は、大阪造幣局に直接鉱物を送っている道中に位置する神戸から北西 30 里のと
ころにあります。現在、つながっている道はなく、すでに神戸から生野までいくつか









   （Journal officiel de la république française、1873（明治 6）年 9 月 8 日号 ）41 
 









 日本の村、但馬地方（日本の南西部）、人口約 4,500 人。日本政府による開発の銅鉱脈
と高生産高の金・銀山。美しい 1 本の道が生野－姫路間（瀬戸内地方）  を結び、
鉱山の生産物は大阪造幣局に送られる。生野の冶金工場は、日本の中で最も重要であ
る。           （La grande encyclopédie inventaire raisonné                     
des sciences, des lettres et des arts、拙訳）42 
 
姫路(HIMEDSI OU HIMEDZI) 
 日本の町、播磨地方（日本の南部）、兵庫県、人口 26,000 人、兵庫・長崎間の鉄道の
駅がある。皮で有名。姫路と生野の金・銀山をフランス人技師が建設したマカダム式
道路が結んでいる。                      （同上、拙訳）43  
                       
  
また、1882（明治 15）年に発行された世界の地理専門書『地球と人類』（Nouvelle 










      （Nouvelle géographie universelle la terre et les hommes、拙訳）44 





















雇入期間：明治 1 年 9 月から 10 年 1 月 




氏 名 職 名 
雇 入 期 間 
最上段：年（明治）・網掛け内：月 










９         １     800 
ピケ 坑夫  12 11            91 
ルビー 坑夫  12 11            91 
ポリー（E.S.Polly） 坑夫  12 11            91 
ドゥニ・セヴォース 土質家   2 9           570 
テオフィル・ムーシェ 土質家→技師長    12         ４  700 
アルフォンス・パリス 煉瓦積職    12  1         120 
ピエール・マルロー 坑夫    12  2         130 
アラン・フランソワ 坑夫    12  2         130 
アントワーヌ・ジェロ 坑夫    12   2        130 
ピエール・テヴナール 坑夫    12   2        130 
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オーギュスタン・エノ
ン 
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1
1 




     1       4  120 




     6   3      103 
ジョゼフ・リュスタン
ベルジェ 
器械師       5     8   200 
ジャン・レニヨル 坑夫        5     4  200 
フランソワ・ウージェ
ーヌ・マイエ 
医師        
1
0 
    4  300 
ルピケ・ラミ 鍛冶職         9   4   150 
シャルル・ブドゥ 器械師           4   6 200 











9 9 7 5 １  
  
コワニェは明治 2 年よりお雇いフランス人の採用を開始した。その人数は徐々に増え、
明治 6 年にピークに達した。その後減少を辿りつつ、コワニェが去った 1877（明治 10）




















人を雇用し、現在、生野村には、15 人からなるフランス人小集団ができている。            









などの機械類が届き、運転が開始する。その年の 11 月、採用していた坑夫 3 名を「勉強
不足」が理由で解雇する。翌 1871（明治 4）年 3 月、銀鉱製錬用の機械を設置し、製錬の
利益が得られたため、コワニェは「大器械ヲ佛國ヨリ購ヒ來リ並ニ其器械ヲ運用スヘキ職
夫拾名及ヒ醫師二名ヲモ雇使スヘシ」52と建議し、同年 10 月 7 日、政府は、機械の数を
10 倍に増やすこととお雇い外国人増員を議決した。これを受けて、明治 4 年末から 5 年の
中旬に掛けて、土質家 2 名、機械方 2 名、熔鉄師・坑夫など 8 名及び医師 1 名が採用され
ている。   




わかる。コワニェ帰国中の 1871（明治 4）年 10 月 15 日、旧知事の解任や地租の改訂を
懸念して土民たちが暴動を起こした。コワニェが揃えた機械を取り入れた工場は焼き討ち
され、建物は焼失したが機械類は破損を免れた。同年 12 月 27 日、生野支署は工場再建の
ために 12,560 両を上申、直ちに裁可され、さらなる大機械をフランスなどに発注するこ
とが決定された。この間、フランスにいたコワニェは、工場破壊の連絡を受けたと思われ
るが、書簡は見つかっていない。焼き討ちされた工場は、翌年 1872（明治 5）年 4 月 24
日には運転が再開された。この早期運転再開を実現させたのは、コワニェ留守中指揮を任
されていた土質家セヴォの活躍に負うところが大きい。 
コワニェの日本復帰後の 1872（明治 5）年 10 月、政府は、国内鉱山で採取した金銀銅
を「其ノ量目ノミヲ記シテ大藏省ニ直輸スル」53よう命令し、特に生野銀山は「舊ニ依テ
大阪出納寮ニ輸納セシム」54と貨幣鋳造のために大阪出納局に届けるよう命令を下した。
さらに、翌 1873（明治 6）年 2 月 5 日、政府は「鑛物ハ精製シテ貨幣ヲ鑄造シ、或賣シ、
而テソノ利益ハ年々準備金に加殖シ、事業を大ニシ、大ニ造化ノ妙利ヲ興サンコト」55と、
鉱山で取れた鉱物は精製して貨幣にし、日本の資金源にする政策をうちたてた。生野での
溶銅・焼鉱・熔鉱の専門家 2 人の採用はこの勅令を受けてのことと考えられる。 
この年、馬車道築道も決まり、土質家シスレーを雇用した。この頃より海外に発注して
いた機械が届き初め、機械方を 1 名補充。1874（明治 7）年 4 月、製鉱用水車 2 個設置、





























はなく、 « ingénieur » と記されている。また、生野の後、横浜に移り建築事務所を構え
たレスカスの事務所の広告には、  « architecte, ingénieur, membre de la Société de 
l’ingénieurs civils de France »（「建築家・技師、土木技師協会会員」と肩書が記されてい
る。この広告は、当時横浜で発行されていたフランス語の新聞「エコ・デュ・ジャポン」
（L’ÉCHO DU JAPON ）59とガゼット社発行の外国人商工名鑑 The Japan Gazette Hong 
List & Directory60に掲載されていたもので、論者が明治初期発行の新聞調査で見つけた。






















生年月日 1837 年 3 月 10 日 1835 年 3 月 19 日 1843 年 12 月 26 日 1847 年 12 月 18 日 





入学年 1853 年 1854 年 1863 年 1868 年 
卒業年 1855 年 1856 年 1865 年 1870 年退学 
結婚 1872 年 3 月 4 日 生野で日本女性と一子もうける 1868 年 独身 









第 2 章で検証済みのため、 
フランス語は省略する。 
土質家 
Ingénieur à Ykouno, à MM A 
Chévrillon et Ce, à Yokohama, pour 
faire auivre MM. Réal et Ce, à Osaka 
(Japon).    
土質家・技師長 









1895 年 12 月 3 日 
ソーヌ・エ・ロワール県 
château de Montlaville, 
par Uchizy (Saône-et- 
Loire) 













できた。例えば、1876（明治 9）年 4 月 8 日サンテティエンヌで発行された政界新聞 Le 
républicain63には、「日本の生野鉱山の日本政府お雇い技師（ingénieur du gouvernement 
japonais aux mines d’Ilouno (Japon)）日本学会のメンバーに選ばれた」64とシスレーに関
する記事が掲載されており、その年のこの学会の会員リスト65を確認すると、Sisley (Léon), 
ingénieur des mines, à Osaka と書かれてあった。論者の調査により従来のお雇いフラン
ス人研究を一歩前進させることができた66。 
上の表のとおり、「土質家」と書かれていたフランス人らは、鉱山学校を卒業あるいは中

























迄渡来船賃并／船中諸入用共 二千五十ドル／土質家壹人 前同斷 千六十ドル／
（中略）職人四人壹ケ年之給料 四千八百ドル／但シ壹人ニ付千貳百ドル／土質家壹





ニ取扱御傭師「コアニー」氏ト又一方ハ何某ト取結ノ事左ノ如シ」69 « Contrat fait le ... jour 
du mois de l’Année ,,, entre les soussignés Mr Coignet, ingénieur du Gourvernement 
114 
 












一 「マルセイル」ヨリ生埜迠ノ路費トシテ金四百円別ニ亦手當トシテ百円ヲ與フ可                   





























1 条 1 年間月給 150 円の割合で日本政府によって雇用。契約は、マルセイユ出発日よ
り始まり、翌年の同日に終わる。政府が希望すれば、翌年度も更新し、同額で契
約する。 














ち 900 円とマルセイユまでの旅費 400 円を支給する。日本政府には契約廃棄の
責めを負わず、また廃棄する権限を有する。 







































等 級 太政官正院 一等寮 その他 月 給 
1 等 太政大臣   800 円 
1 等 左大臣・右大臣・参議  議長 600 円 
1 等   卿・長官・大将 500 円 
2 等   副議長・大輔・特命全権公使・大判事など 400 円 
3 等 大内史 頭 一等議官・小輔・大判官・知事・大警視など 350 円 
4 等 権大内史・大外史 権頭 大丞・大検事・権知事・令・大佐など 250 円 
5 等 少内史・権大外史 助 三等議官・一等書記官・秘書官・中佐など 200 円 
6 等 権少内史・少外史 権助 四等議官・二等書記官・幹事・少佐など 150 円 
7 等 権少外史  五等議官・三等書記官・大秘書・大軍医など 100 円 
8 等 大主記 大属・大技師 一等書記生・大属・大典・中尉・中軍医など 70 円 
9 等 権大主記 権大属・中技師 二等書記生・権大録・少佐・大警部など 50 円 
10 等 中主記 中属・少技師 三等書記生・中令史・中典・少師・書記など 40 円 
 






生野銀山の責任者であった朝倉盛明は、鉱山寮で 2 番目の地位の「助」で、5 等級 200
円であった。また専門職として「技師」は 8 等から 10 等で等級により 50 円～70 円、「技


















造幣寮 キンダー73 イギリス 支配人 月給 1045元 1870（明治 3）年 






開拓使 ケプロン74 アメリカ 農学 年給 1万元 1871（明治 4）年 
鉱山寮 コワニェ フランス 鉱山職頭 月給 800元 記載なし 








建築 月給 650元  
 















ワニェは同年 9 月頃に日本を発って約 1 年間一時帰国をしている。その間に生野にふさわ































の日本滞在を大フランスの役に立てるために使いたいと強く願っている。                               














ウージェーヌ・マイエが 1875（明治 8）年 11 月 1 日に採用された86。マイエは、生野鉱
山に赴任する前は、東京開成学校87の教師や富岡製糸場88、横須賀造船所の医師を務めてい
た89。いずれもお雇いフランス人が活躍していた施設である。生野に来たのもそのつなが




（L’ÉCHO DU JAPON ）に掲載された。その抜粋は以下の通りである92。 
 
  生野の総人口はおよそ 4,500 人であるが、600 人が完全なベルトを着用した。私に
はその数はわからないが、他の多くの人々も 1~2 枚の銅板のみ着用している。重症の




  姫路の人口は 2 万人である。コレラ患者は 1034 人を数え、その内、688 人が死亡











金属療法の発明者93でパリ大学医学博士、ブルク医師の著書Du cuivre contre le Choléra 




























コワニェは、第 1 章第 3 節 4 で言及したように「鉱山士兼鑛山學教師」として生野に着
122 
 
















































































ス人の鉱山師です。       （1868（明治元）年 12 月 23 日、大阪、兄宛）106 
 
この頃、コワニェは 1 回目の生野視察後、その報告を政府にするために大阪に戻っていた。
ハラタマは、翌年の 9 月にコワニェに誘われて、生野鉱山にも見学に行っている。 






                   （1879（明治 2）年 9 月 6 日、大阪、兄宛）107 
  
ハラタマには大阪舎密局の事務長が同行している。この旅行は、鉱山学校見学が一つの
目的だったのであろう。生野に残る当時の日記108には同年 7 月 16 日にハラタマら 8 人が











































































                                                   
1 「仏人コワニー雇入約定書」（明治元年 9 月 12 日）『大隈文書』（イ 14A3990/3991）。 
2 「鑛山開發ニ關スル佛人コワニー提議及ビ鑛山局上申書」（明治元年 10 月）『大隈文書』
（A3993）。「申上候覺」と「佛人コワニイ申立候覺」からなる。 
3 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 102。 
4 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、









6 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治
篇②生野鉱山鉱業改良意見書等』（日本鉱業史料集刊行委員会編）、1981 年、p. 42。 
7 「鑛山開發ニ關スル佛人コワニー應接書」（明治 2 年 3 月 25 日）『大隈文書』(A3994)。
コワニェと事齋藤篤信齋(鑛山課會計官判)以下鑛山局員らと、金銀製錬製錬設備のため
の機械購入などについての打ち合わせ時に行われた質疑応答を記録したもの。 
8  序論の注⑸参照。 
9  もう 1 通は、第 1 章第 4 節を参照。 
10  原文： 
  Yokohama, le 30 décembre 1868 
Cher Monsieur, 
 
Je viens de recevoir votre lettre pour Mr Ortmans, ainsi que votre billet. Si tôt 
arrivé à Kobé  je remettrai la première à son adresse. 
J’attendais ce jour pour vous faire, ainsi qu’à Madame Verny, mes meilleurs 
souhaits de nouvel an, mais je ne comptais pas vous donner de mes nouvelles de 
mon rhume, qui d’ailleurs va beaucoup mieux.  Je vous remercie beaucoup, ainsi 
que Mme Verny, de l’intérêt que vous portez à ma santé et vous prie de vouloir bien 
pardonner les petites émotions que mon indisposition a pu vous causer.  Soyez 
persuadés que le souvenir de mon premier voyage à Yokohama me rappellera 
toujours votre bienveillant accueil et votre bonne hospitalité. 
Le mauvais temps m’a empêché d’aller à Yedo voir l’officier chargé des 
mines. A mon retour à Osaka, je le prierai d’écrire au Train ( ?) du Tosanshioku ( ?) 
à Terasima au sujet des fournitures dont j’ai besoin pour le travail des mines que je 
vais exploiter. 
Je pense que dans un mois, je pourrai vous envoyer les derniers des ?? qui 
me seront nécessaires. Si comme vous me le disiez, vous trouvez l’occasion de parler 
de cette affaire avec l’officier chargé de l’arsenal, je vous serais bien obligé de me                                               
faire connaître les résultats de votre conversation. 
 
Je vous serais très reconnaissant, cher Monsieur, de vouloir bien présenter 




                                                                                                                                                     
        Coignet J-F 
Aux soins de M.M. Wachtels  & Co à Kobé  
11  当時鉱山開発を管轄していた部署名。本書簡が作成された 12 月に、鉱山局から鉱山司と改        
称された。 
12 横須賀海軍工廠編『横須賀海軍船廠史』（復刻版）、原書房、1975 年、p.138。 
13「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 102。 
14 横須賀海軍工廠編『横須賀海軍船廠史』（復刻版）、原書房、1975 年、p.153。 
15「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 105-106。 
16「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 103。 
17「但馬国生野鉱山ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意見書』日
本鉱業史料集刊行委員会編、1981 年、p. 44。 
18 その後ここで多くの軍艦が建造された。1945 年 （昭和 20）年 9 月 米軍が接収し、現
在は在日米軍横須賀海軍施設となっている。 
19 横須賀海軍工廠編『横須賀海軍船廠史』（復刻版）、原書房、1975 年、p.180。 
20「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 103。 
21「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 105-106。 
22「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 103。 
23 ジュール・レスカス（Jules Lescasse, 1841?-?）フランスの建築家・技師。1871（明治
4）年に来日。官営生野鉱山勤務後、横浜に建築事務所を開設。パリの建築金物店ブリ





24 澤護「生野銀山お雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』第 11 号、1981 年、pp. 6-22）、西
堀昭「明治時代の鉱山関係フランス人について⑴─官営生野鉱山─」（『横浜経営研究』




26 John Loudon McAdam (1756-1836) スコットランドの技術者。砕石式（マカダム式）
舗装を考案？した。フランスには 1849 年パリに最初に導入された。 
27「生野ヨリ飾磨津迄運輸新道築造伺」明治 6 年 12 月、リール番号 ：009200、開始コマ：
0782、国立公文書館蔵。 
28「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 103。 
29 「太政類典」「仏人シスリ雇入」明治 6 年 4 月 25 日、国立公文書館、リール番号：003500、
開始コマ：0749。 
30「生野銀山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②』日本鉱業資料集刊行委員会、  





                                                                                                                                                     
32 出典：「プロジェクト未来遺産 銀の馬車道 ～日本初の高速産業道路を未来につなぐ～」
銀の馬車道ネットワーク協議会、兵庫県中播磨県民センター銀の馬車道課、2014 年、
p. 4。 
33 これについて筆者は神戸新聞記者より取材を受け、2012 年 9 月 27 日の朝刊に「兵庫県
域確定 1876（明治９）年直後、地図に「銀の馬車道」」と題して記事が出た。この他、
姫路市の文化雑誌『BanCul バンカル』No.85 2012 年秋号（姫路市文化国際交流財団
発行）、p. 8 と p. 18 に、地図の一部と筆者の馬車道に関する原稿（が？）、更に、注 32
記載、兵庫県中播磨県民センター製作のパンフレット（p. 8）にも本地図が掲載された。 
34 藤井忠弘著図『兵庫縣管内全圖』1877（明治 10）年 4 月 23 日。 
35 福本虎蔵圖『姫路城市圖』1879（明治 12）年 2 月 22 日。 
36 藤井忠弘、長野一枝『兵庫縣管内地誌略 上・下』金港堂、1877（明治 10）年 12 月 11
日。 
37 藤井忠弘、長野一枝『兵庫縣管内地誌略 下』p.４。 
38 藤井忠弘、長野一枝『兵庫縣管内地誌略 上・下』金港堂、1877（明治 10）年 12 月 11
日。 
39 城水兼太郎編『小學校用兵庫縣管内地誌要畧 下』1883（明治 16）年 8 月 8 日、p. 2。 
40『兵庫縣管内地誌 全』（著者不明）、1894（明治 27）年 6 月日発行、pp. 103-104。 
41 Journal officiel de la république française, Cinquième année, No 246, Lundi 8 
Septembre 1873. 
原文： 
Le nouveau dircteur est pourtant déjâ parvenu à séparer l’or de l’argent, résultat 
que les Japonais n’avaient jamais pu obtenir. Ce dont il s’occupe surtout en ce 
moment, c’est d’appliquer à l’exploitation les procédés nouveaux ; de grandes 
commandes de machines ont été faites en Europe et à Yokoska : quelques-unes sont 
déjà installées et l’outillage sera très- prochainement un complet. 
Ikouno est situé à 30 lieues environ dans le nord-ouest de Kobé, qui se trouve par 
cnséquent sur le trajet des produits de la mine qui sont expédié directement à la 
monnaie d’Osaka.  
Il n’existe pas actuellement de chemin fayé et la somme énorme de 18,000 dollars 
qu’a coûté le seul transport de Kobé à Ikouno des quelques machines qui ont été 
amenées sur ce dernier point, peut donner une idée de la difficulté des 
communications. Le gouvernement japonais, qui semble décidé à ne reculer devant 
aucune dépense pour augmenter le rendement de ses mines, a fait mettre à l’étude 
divers projets pour en rendre l’accès plus facile. Celui qui paraît devoir être adopté 
consisterait à faire canaliser en partie une rivière qui aboutit au petit port de 
Shinama, dans l’Harima-nada, et remonte presque jusqu’à Ikouno, qui est à 15 
lieues d Shinama.Une route serait en outre ouverte entre ces deux points et un 
service de bateaux à vapeur entre Shinama et Kobé, qui sont distants de 50 milles, 
mettrait ce dernier port en communication avec Ikouno. 
42 Société de savants et de gens de lettres, La grande encyclopédie inventaire raisonné 
des sciences, des lettres et des arts, Paris,Tome vingtième (1885-1902), P. 552. 
原文：IKOUNO. Village du Japon, prov. de Tadjima (région S.-O. de Nippon) ; 4,500 
hab. environ. Gisements de cuivre et mines très productives d’or et d’argent, 
exploitées par le gouvernement japonas. Une belle route relie Ikouno à Himedsi, sur 
la mer intérieure, et les produits de la mine sont expédiées à la monnaie d’Osaka. 
L’usine métallurgique d’Ikouno est la plus importante du Japon.  
43 Société de savants et de gens de lettres, La grande encyclopédie inventaire raisonné 
des sciences, des lettres et des arts, Paris,Tome vingtième (1885-1902), P. 95. 
原文：HIMEDSI ou HIMEDZI. Ville du Japon, pov. de Harima (au S. de Nippon), 
gouv. de Hiogo ; 26,000 hab. Stat. du chem. de fer de Hiogo à Nagasaki. Cuirs 
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renommés. Une route macadamisée , construite par des ingénieurs français, mène 
de cette ville aux mines d’or et d’argent d’Ikouno. 
44 Élisé Reclus : Nouvelle géographie universelle, la terre et les hommes, Librairie 
Hachette, 1882, p. 812. 
  原文：Plus loin Himedzi, pleine des souvenirs de Taïkosama, est à l’issue d’une 
vallée tès fertile et à la rencontre de plusieurs routes, dont l’une construite par des 
ingénieurs français, est la meilleure du Japon, et mène dans l’intérieur de la 
presqu’île, aux importantes mines d’Ikouno, le principal établissement 
métallurgique de l’empire ; les industriels français qui le dirigent exploitent l’or et 
l’argent, qu’ils envoient à l’hôtel des monnaies d’Osaka (...).  
45「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 91-96。 
46 佐々木正勇「明治前期に活躍したフランス人鉱業家たち─生野・別子・山ケ野鉱山の場
合─」『史叢』日本大学史学会、1977 年、pp. 2-31。 




山─」『横浜経営研究』1992 年、pp. 77-89。 
49 Journal officiel de la république française, N° 223, Le 2 Septembre 1872, pp. 
5823-5824。この記事には「日本における進歩 (Le prgrès au Japon)」というタイトル
が付けられている。 
原文：Le gouvernement japonais s’occupe également avec une grande suite d’idées 
de la question des mines. (...) Les mines actuellement en cours d’exploitation qui 
donnent le rendement le plus satisfaisant sont celles de l’île de Lado, de Ikouno 
(Jajima) et de Kossaka. Presque toutes sont sous la direction d’ingénieurs étrangers, 
au nombre desquels nous pourrions citer plusieurs compatriotes. 
50 Journal officel de la république française, Cinquième année, N° 246, Lundi 8 
septembre 1873, p. 5786. 
原文：Les plus beaux gisements de cuivre se trouvent dans le voisinage d’Ikouno, où 
le gouvernement japonais exploite depuis fort longtemps des mines d’or et d’argent. 
Ces mines, après avoir donné de beaux rendements, étaient, depuis quelques 
années, demeurées presque imporductives. Le gouvernement y a appelé un 
ingénieur français, M. Cognet, sous la direction duquel les travaux semblent se 
poursuivre avec plus de succès.Il s’est adjoint un personnel entièrement français et 
le village d’Ikouno renferme aujourd’hui une petit colonie de quinze personnes, qui 
pourra s’augmenter si les résultats obtenus répondent à ses espérances. 
51「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 102。 
52「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会 1964
年、p. 103。 







葉敬愛経済大学研究論集』第 14 号、1978 年）、金光男「お雇い外国人地質学者の来日
経緯（２）仏人鉱山地質学者コワニエ」（『地学教育と科学運動』60 号、2009 年）。 
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57 金光男「お雇い外国人地質学者の来日経緯（２）仏人鉱山地質学者コワニエ」『地学教
育と科学運動』60 号、2009 年、p. 45。 
58「公文録」（工部省の部、明治 7 年 11 月、2A-9-1222） 
59 L’ÉCHO DU JAPON Journal politique, commercial et littéraire, No. 3405, le 11 mai 
1880.「エコ・デュ・ジャポン」は、1870（明治 3）年 1 月に、フランス人レヴィが
横浜で創刊した、日本初のフランス語の日刊紙。 
60 横浜で日刊英字紙「ジャパン・ガゼット（The Japan Gazette）」を発行していたジャ
パン・ガゼット新聞社（“Japan Gazette”Office）が 1871（明治 4）年に創刊した外国
人商工名鑑。年 1 回発行。1879（明治 12）年に The Japan Directory と改題され、大
正 12（1923）年まで刊行された。 
61 佐々木正勇「明治前期に活躍したフランス人鉱業家たち─生野・別子・山ケ野鉱山の場
合─」『史叢』日本大学史学会、1977 年、pp. 12。 
62 墓地はリヨン郊外。コワニェ、コワニェの夫人であり自分の姉であるマリー、父親のジ
ャンと同じ墓で眠っている。 
63 Le Républicain de la Loire et de la haute-Loire, 4e Année, No 982, Saint-Etienne, 
samedi 8 avril 1876. 
64 M. Léon Sisley, ingénieur du gouvernement japonais aux mines d’Ilouno (Japon), a 
été élu membre de la société des études japonaises, (...). 
65 Annuaire de la Société des études japonaises, Troisième Année, Paris, 1876, p. 127. 
66 兵庫県の事業の一環である「馬車道を生かした町おこし事業（「銀の馬車道」事業）」に
おいても、シスレーの情報を提供している。2014 年 9 月に改訂版が発行された「銀の
馬車道」のパンフレットにも新情報が盛り込まれた。 







72『御雇外國一覽 全』中外堂、1872 年（国立国会図書館蔵）。 
73 トーマス・ウィリアム・キンダー（Thomas William Kinder, 1817‐1884）年）イギリ
スの軍人・技術者。明治政府のお雇い外国人として造幣寮の首長に任命され、大阪造幣
寮の建設、日本の近代的貨幣制度の確立に貢献した。 
74 ホーレス・ケプロン(Horace Capron, 1804- 1885）アメリカ合衆国の軍人、政治家。明
治政府のお雇い外国人として、北海道の開拓に従事した。その内容は、北海道の道路建
設、鉱業、工業、農業、水産業など多岐にわたる。 




1964 年、p. 103。 
77「鑛山寮出張所但州生野ニ佛國医師オーギュスタン・エノンヲ雇入」『太政類典』（1872





医、ドイツ医学の導入、陸海軍の身体検査のはじまり─」（『労働科学』53 巻第 5 号、
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1977 年、pp. 315-329）の中で言及されている。 
79 Jean-François Augustin Hénon (1832.8.4‐1905.7.6) 1859 年にリヨンの病院付属医学
校に入学、1864 年卒業、医師となる。 
80 Jacques Louis Hénon (1802‐1872) 医師、獣医学校教授、植物学の教授であり、ギヨ
ティエールの市会議員やローヌ県の県会議員、リヨン市長経験を歴任した政治家。 
81 澤護は「生野銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』11 号、1981 年、p.13）の中
で、「エノンは 1872 年 8 月 4 日に、コワニェ夫妻と共にマルセイユを出航し、1872 年
9 月 21 日横浜に到着した」と書いている。 
82 Journal d’agriculture pratique, 36e année-Tome II, juillet, 1872, p. 30. 
83 Bulletin de la Société d’acclimation, 2e série-Tome IX, 1872, p. 384. 
原文：M. le docteur Hénon, sur le point de partir pour le Japon, où il est appelé par le 
mikado à diriger un important service de l’Etat, serait heureux et reconnaissant de 
recevoir les instructions de la Société d’acclimation pour se diriger dans les études 
et dans les recherches de sciences naturelles appliquées auxquelles il se propose de 
se livrer. Le docteur Hénon éprouve le plus vif désir d’utiliser son séjour au Japon 
pour se rendre utile à la France. 
84 澤護の調査によるとエノンの帰国日は 1875（明治 8）年 11 月 1 日である。澤は、生野
銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』11 号、1981 年、p. 13-14）で、エノンの
雇い止めは、同年 10 月 31 日ではないかと述べている。 
85「鑛山寮佛國人マイエ雇入條約書」『太政類典』（1875（明治 8）年 10 月 27 日）、請求番
号：本館-2A-009-00・太 00294100、マイクロフィルム：003500、開始コマ：0781。 
86 原語：François Eugène Maillet。生野におけるマイエについては、須長泰一「フラン
ス人医師マイエのコレラ発生報告について─生野・姫路地域における事例」（『日本医史
学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-110）、西堀昭「明治時代の鉱山関係フラン
ス人について⑴─官営生野鉱山─」（『横浜経営研究』第 XII 巻、第 3 号、1991 年、pp. 












営研究』第 XII 巻、第 3 号、1991 年、pp. 63-64。 
90「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 94。 
91 須永泰一「フランス人医師マイエのコレラ発生報告について─生野・姫路地域における
事例」『日本医史学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-110。 
92 日本語訳については、須永泰一「フランス人医師マイエのコレラ発生報告について─生
野・姫路地域における事例」（『日本医史学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-108）
を参照した。 
  原文：A Ikouno, la population totale est d’environ 4,500. Six cents personnes ont 
porté des ceintures complètes ; beaucoup d’autres personnes, dont j’ignore le 
nombre, ont porté une ou deux plaques seulement. Nous avons eu 45 cas graves de 
choléra avec 30 morts et plus de 50 cas l’égers et cholérines. 
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    Dans la province de Tazima, beaucoup de personnes ont porté des ceintures. Je 
n’ai pu en savoir le nombre ; mais je sais par les rapports des médecins qu’il ne s’est 
présenté aucun cas de choléra parmi les porteurs de plaques encuivre. 
    A Himédji, la population est de 20,000 âmes. On a compté 1,034 cas de choléra et 
688 morts. La garnison compte 1000 hommes, 50 officiers et leurs familles, soit 200 
personnes, au minimum, ont porté de ces ceintures de cuivre ; 150 sous-officiers et 
leurs familles en ont également porté. Dans la ville, 15 personnes seulement se sont 
servies de plaques en cuivre, aucune n’a été atteinte du choléra. 
    A Ikouno, nous avions fini par construire nos ceintures en plaques rectangulaires 
arrondies, de 10 centimètres de longueur, courbées sur une face pour se mouler sur 
le corps.  
    Je n’hésite pas à conseiller de nouveau le cuivre comme préservatif du choléra ou 
comme moyen de traitement quand la maladie est déclarée. 
93 マイエが上の「エコ・デュ・ジャポン」の中で「金属療法の発明者(Dr. Burq, l’inventeur 





95 海崎陽一「生野銀山医療事情」『一里塚』第 9 号、2002 年、pp. 12-17。 
96 建物は現在も残っているが、後継者がなく、閉ざされたままになっている。 
97 三浦豊彦「労働衛生学史序説（第 12 部）─明治初年の生野銀山のフランス人産業医、
ドイツ医学の導入、陸海軍の身体検査のはじまり─」『労働科学』53 巻第 5 号、1977
年、p. 322。 
98 「鑛山開發ニ關スル佛人コワニー提議及ビ鑛山局上申書」（明治元年 10 月）『大隈文書』
（A3993）。 
99「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p.225。 
100「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p. 225。 
101「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 102。『工部省沿革報告』p. 225。 
102 高島得三（1850-1931、長門国阿武郡出身）。詳細については第４章参照。 
103 中江種像（1836‐1931）中江の生涯については、「広報とよおか」第 193 号、2013 年
4 月 25 日、p. 36 と公益財団法人たんしん地域振興基金「但馬の百科事典」
（http://www.tanshin.co.jp/zaidan/1hito/22nakae/index.html）を参照した。 
104 曽我鍛編『中江種造傳 上』1941 年、pp. 222-224。 




1993 年、p. 92。 
107 芝哲夫『オランダ人の見た幕末・明治の日本─化学者ハラタマ書簡集─』菜根出版、
1993 年、pp. 100-101。 
108「藤本市兵衛日記」のこと。掛屋（山師および吹屋が銀を代官所に納入する際に役人に
代わって銀の品質の鑑定ならびに秤量をおこなっていた）であり、生野銀山町の町方役





                                                                                                                                                     
照した。 
109 下関市立美術館蔵。 
110「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、p. 21。 
111 原語 « Congrès des Orientalistes de Marseille »。 
112 原語« FABLES JAPONAISES »。 
113「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p. 122。 
114 早稲田大学社会科学研究所編『大隈文書』1962 年、p. 98。 
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第４章 高島北海と生野銀山お雇いフランス人     
 















































































地質學を學んだ。                     （「余の山嶽研究」14）  





つたが鑛山より地質の方をやらうと思うて夫を習うたです。   
 
 生野以降の動向は、高島が残した履歴書から知ることができる。現在、下関市立美術館







に入省した 1872（明治 5）年 8 月 8 日からスタートしており、残りの２通は、1 通目と同
じ年の 8 月 8 日から始まるものと、1878（明治 11）年 4 月 22 日に始まるものの２種であ
る。本論では、高島の生野時代の経歴調査が主要目的のため、後者の履歴書は割愛する。   
2 通の履歴書を比較すると、原稿用紙の方（以下、①とする）は、記述が昭和 4 年 12
月で終わっており、現住所が東京となっていることから、上京後の昭和 5 年 5 月から永眠
する昭和 6 年 1 月 10 日までの間、恐らく昭和 5 年の中ごろ 81 歳の時に書いたものと推測





明治 5 年 8 月 8 日  鉱山寮十四等出仕技術心得 工部省（①②） 




明治 7 年 11 月 28 日 補鉱山寮十三等出仕技術心得 工部省 （②） 
明治 8 年 9 月 4 日  依願免職務   工部省 （①②） 
明治 11 年 4 月 22 日 地理局御申付  地理局 （①②） 
          是ヨリ本邦森林植物調査ニ従事シ十七年二月迄（①） 
                             
これによると、高島は 1872（明治 5）年 23 歳の時に工部省に入省し、鉱山寮出仕技術












に贈った自らの肖像写真が所収されている。その写真の裏面には、 « Souvenir d’amitié 




 コワニェの肖像写真は、生野に別の 1 枚が残っている18。高島が保管していた写真とは





























重要な人物であったことがわかる。履歴書①の明治 5（1872）年 8 月 8 日の欄に添書きと
して「是ヨリ四年間工部省御雇生野鑛山技師長仏蘭西人コニヱー氏に就キ（後略）」と書か
れてある。依願退職が 1875（明治 8）年のため書類上では、計算が合わないので、4 年間
を訂正線で消してはいるが、実際は馬車道完成の 9 年まで生野に居たので、4 年間で正し
かったのだろう。 
さらに履歴書によれば、依願退職から次の就職までに 2 年間のブランクがある。この間
の動向を示す高島による直接的な資料が残されていないため、「8 年 9 月以後、（中略）、11















たことが明らかである。26     
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一方、金折を始め下関市立美術館関係者は、馬車道が完成した 1876（明治 9）年 4 月の
み高島は通訳として働いたと解釈しているが27、論者が見つけた 1875（明治 8）年 2 月 1




た                         （Revue horticole29、拙訳） 
 
これは、1874（明治７）年に高島が病気の父を見舞うために実家のある萩に帰郷し、10
月 4 日に萩を発ち、山陰道を通って同月 19 日に生野に戻ってきた時のことを指すと考え
られる。シスレーは高島のことを「私の通訳」と呼んでいることから、1875（明治 8）年












   
明治九年六月仏人コアニー氏ヲシテ本鉱（論者注：半田銀山のこと）ノ土層乃鉱脈ヲ
検査セシメタルニ、同氏ノ報文ニ云ク、上部即チ中鋪及第二坑ノ如キハ将来ニ望ヲ属
スル能ハズ（後略）                 （『五代友厚伝記資料』31） 
 
  九年六月二十八日教師（論者注：コワニェのこと）着山（論者注：半田銀山のこと）
七月五日帰                （「半田山検査仏国コワニー教師談話記」32） 
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始の前年であり、高島が生野の鉱山学校に入学した                     

















日本が条約に加入したのは 1885（明治 18）年、導入されたのは 1891（明治 24）年であ
った。世界に先駆けて、メートル法で測量されているのは日本の建築史上、画期的なこと
である。「［圖を作れ］先に測量器を用ひ南北を定メ／［其］目度之幾度之地位ニ有ル／［出］








メートルと尺を交えて計測している。64～66 ページは白紙、67 ページ目は、「Cahier 
Comunication par terre Ikuno 1872」（和訳：陸路交通ノート 生野 1872 年）とこの手帳

















今度 生野内船通行難儀上ハ 路上通行之手立造築可致肝要也／諸人是迄 生野ヨリ飾
磨津迄 鐡道建築［候様］ニ付 注意不致［候様］ハ 元来高［強］／盛大ニ無之 運送
品不多 諸人不自由と不心得［候］故也 右ニ付 今日大要用之事件ハ／マカダム氏之法
ニ拠ル新大道ヲ建築致［候様］ニ在ル也 但 道幅十分ニシテ曲折高低／少々計ニ御座
候也右■差計［候］ハ 牛車馬車等之諸車類 運轉便利 十／分ナルノミナラス 蒸氣車
ニテ二三ノ荷車を引ノ器械■可用［候］也 此道筋建築可致／■ハ 諸道點檢之上 決定
致［候］也 自生野 飾磨迄 自生野 兵庫迄 三木／木津通リ／レスカース氏 此道筋築
造［候様］申立ハ 生野地［に］諸運送之便路 御問下有［之］／候ニ付 公私共 便利
之手立ハ 此道筋第一と申立［候］也／朝倉氏 レスカース氏に命シ 古道新道［之］地
圖成就可致［く］申付［候］也此節 生野より屋形迄之間 既ニ圖取致［候］ 最早圖面
之上ニテ新道建築／之見込十分ニ付 申［候］ 生野ヨリ屋形之間ハ道幅二十尺 屋形ヨ
リ飾磨迄之／間 諸人通行沢山有之ニ付 道幅二十五尺ニ可致候／（中略）マカダム之
法 新道ハ欧羅巴ニ於て新道上車［属］を以 運送致候直段／一トンヌ一キロメトルニ
付 四百文 乃 生野ヨリ飾磨之津迄之間 二両／右ニ付 運送之入費利益相立方 下表ニ
出ス (後略) 



























後ならてハ 出来［立］目度もなし／且 日本ハ海中の一■島ニて 多少之山脈内部ニ連
綿し／平原広野の少きより 山を穿ち［水］を絶ち 鐡道を／百里之外ニ通するハ 実ニ
少［々な］金■之及ふところ／ニ非す 是馬車道 奉造の 不得已 築道［す］へきとこ
ろ／な理／第一 馬車道之要務ハ 人夫を用ず重荷を遠方ニ運ひ（中略）四方ニ／海路
舟楫の便利ありて 山野ニ住居せる人／氏も其等の不自由を知らす 且 是迄外國交／
際のいまだ盛ニならぬ時ニ当てハ 右程海外運送／之［望］もなかりし故 内地ニ於て 
物産開拓之業を起す／とても第一［品］物売捌ニ不自由なり 其為メ大道を築／て運送
を便する力も無く 元金も戻らすして 半／途ニ其業を廃こと多く 其故 築道之開く■
時／節■なく 人氏一隅ニ相拠て萬貨貿易之手立／を起すあたわす 遂ニ今日之有様ニ
［立過る］次第ニて／運貨も易く行程も近くなり 入費を少ふし 速ニ成／功あるを主






















此度 生野より飾磨迄 馬車道築造ニ付てハ／去歳五付き中旬より始て事を執り  
佛人築造家ニ随て／其実地見聞する処をする如右 
第一条  主任心得之事 
第二条 目論見之大趣意ヲ定むる事 
第三条 測量仕方   
付 精圖組立地理取調之事 
第四条 実地見積之事 
















































































高島は、生野赴任 2 年目の 1874（明治 7）年 9 月、父の病気の知らせを受け、萩の実家






































































などの山林調査を行った。視察旅行を終えフランスに戻った 1885（明治 18）年 4 月、高













京大学の近くに森林の特別学校があり、そこには 10 名の教員と 1 つの研究所と 1 つ
の施設が完備されているそうである。 


















































第５節 フランスにおける高島北海とお雇いフランス人との交流  















コワニェの名刺には、中央に « F. Coignet »と大きく印字され、その下に« Ingénieur »







名刺には、氏名« Jean Sisley »と住所« Montplaisir, Lyon »（和訳：リヨン、モンプレジー




















ジャンが創刊者の一人であった、1886 年発行の Journal des roses（和訳：『バラ雑誌』）














には、Le Nord-Est agricole et hotricole（和訳：『北東地方の農業と園芸』）に掲載された




の会報 Bulletin de la Société centrale d’horticulture de Nancy によると、高島は 1888 年





















物の採集をしたので其れと共に瑞西の風景の好い所を圖に採る事が出來たですね     










高島が 1886（明治 19）年 7 月にアルプスの山々を渉猟した際のスケッチ帖が残ってい
る。このスケッチ帖は、4 月から 7 月にフランスで使用していた『欧州スケッチ帖』113で、
7 月のページには色々なアルプスの山々がスケッチされている。その中の 1 ページに、「オ



























































シテ別ル 其他■友十余人 来［令］／同夜 ヂンヨン［街］ニ泊ス／十六日［陰］半時
［黒田卯三郎］■汽船会社ニ［到］リ／諸事［を理し］モンプレトシルニ［到］リシ




















































                                                   
1  現在、姫路市砥堀に立てられている。凝灰岩製で、碑面の大きさは、高さ 139 ㎝、幅
72 ㎝、厚さ 27 ㎝である。「馬車道修築」と名付けたのは、主に旧街道を馬車が通る道
路に改修したからだと思われる。 
2  シャルル・マルタン・エミール・ガレ（Charles Martin Emile Gallé）1846-1904、フ
ランス・ロレーヌ地方ナンシー出身。フランス・アール・ヌーヴォー期を代表する芸術
家。ガラス工芸家、陶芸家、家具職人、植物学者。 





（ENEF : Ecole Nationale des Eaux et des Forêts）という名称になる。この時代に高
島は 2 年間留学生として在籍する(1885-1888)。1919 年に設立したフランス国立農村工
学学校(Ecole Nationale du Génie Rural)と 1960年代に合併し、ENGREFとなる。2007
年より、他の２つのグランゼコールと合併し、３校合わせて、 « AgroParisTech »が正
式名称となる。 
5  日本経済新聞社文化事業部編・発行『高島北海展』1976 年、下関市立美術館編・発行
『高島北海展』1986 年、下関市立美術館編・発行『造化の秘密を探る─没後 80 年 高
島北海展』2011 年。 




海論─その生涯と画業」『高島北海展』（1986 年、下関市立美術館発行）1986 年、pp. 
162-173。関根佳織「北海山水画の起源と確立」『造化の秘密を探る─没後 80 年 高島
北海展』2011 年、pp. 160-167、など。井土誠の論文については注６に記す。 
7 「高島北海論─その生涯と画業」『高島北海展 』下関市立美術館、1986 年、pp. 162-173。 
「資料紹介・高島北海資料「仏文詩画帖」」、『下関市立美術館 研究紀要』第１号、1987
年、pp. 32-64。「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」『下関市立美術館 研究
紀要』第 2 号、1989 年、pp. 3-26。「資料紹介・『ナンシー・アルチスト』『ラ・ロレー




にみる近代絵画観」『下関市立美術館 研究紀要』第 9 号、2003 年、pp. 2-27、など。 
8  島津俊之「地理学者としての高島北海」『空間・社会・地理思想』15 号、2012 年、pp. 
51-75。 
9  金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」『応用地質』第 49 巻、第 5
号、2008 年、pp. 285-292。金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4
号、2010 年、pp. 191-198。金折裕司「地質学との出会い森林植物学への転向、そして
長門峡」『造化の秘密を探る─没後 80 年高島北海展』2011 年、pp. 144-151。金折裕司 
「高島北海と日本最初の広域地質図」『応用地質』第 53 号、第 2 号、2012 年、pp. 89-97。 
10 小林富士雄「林学者・高島得三と画家・高島北海」『山林』2007 年、pp. 26-35。 
11 高島の生い立ちについては、主に岡本正康「高島北海履歴解題─展覧会の序にかえて」 
『没後 80 年高島北海展』2011 年、pp. 14-15、および安井雄一郎「ナンシー留学までの
高島北海」『高島北海展』下関市立美術館、1986 年、pp. 137-138 を参考にした。 
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12 『書画骨董雑誌』第 57 号（1913（大正 2）年）所収。 
13 「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、p. 21。 
14 「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、p. 21。 
15 『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 18 日。 
16 下関市立美術館蔵。論者は、2005 年に本美術館の井土館長より特別に閲覧させていた
だき、2006 年 6 月「播磨地方の近代化と日仏交流」（平成 17 年度㈶山陽特殊製鋼文化
振興財団学術研究助成研究発表会）、2006 年 6 月「高島北海と馬車道」（日本仏学史学
会第 30 回全国大会）、2007 年 3 月「高島北海と生野鉱山」（日本仏学史学会第 385 回
月例研究会）において資料を配布して発表を行っている。その後、2011 年に下関市立
美術館は『没後 80 年高島北海展』にて公開している。 









22 関根佳織「北海山水画の起源と確立」『没後 80 年高島北海展』2011 年、p. 163。 
23「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、p. 22。 
24「明治 9 年日記」下関市立美術館蔵。  
25 関根佳織「北海山水画の起源と確立」『没後 80 年高島北海展』下関市立美術館、2011
年、p. 163。 
26 このことについて、金折裕司も「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門
峡」の「註 13」（『没後 80 年高島北海展』p. 151）の中で言及している。 
27 金折裕司「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門峡」『没後 80 年高島北
海展』p. 145、「年表」『没後 80 年高島北海展』p. 208。 
28 フランスの園芸雑誌 Revue horticole にジャンが投稿したレオンの手紙。 
29 Revue horticole, No. 47, le 1er février, 1875, p. 41. 
30『山口縣地質圖説』第 4 章「緒言」、山口県文書館蔵。 
31 日本経済史研究所編『五代友厚伝記資料』第三巻（鉱山・工業・商社・交通）、東洋経
済新聞社、1972 年、p. 106。 
32 本田敏雄「「半田山検査仏国コワニー教師談話記」について」『八戸工業高等専門学校紀





34 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第十七巻ノ一、1964 年、p. 104。 
35 『第壹號羽後國院内銀山見込書』p.1（『日本鉱業史料集 第七期明治篇（前）㊦コハニ
エー 羽後國院内銀山見込書』日本鉱業史料集刊行委員会編、1985 年、p. 5、所収） 
36 『第一号阿仁銅山見込書 一』（『日本鉱業史料集 第六期明治篇㊥コハニー 阿仁銅山見
込書 一』日本鉱業史料集刊行委員会編、1984 年、所収）と『第二号阿仁銅山見込書 二』・ 
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41 Congrès provincial des Orientalistes, Compte rendu de la troisième session Lyon, 
1878, Tome premier, Lyon, 1880, p. 118. 
42 Revue des eaux et forêts, 1886, Tome 25, pp. 416-417. 
43 下関市立美術館蔵、未公開資料。「生野馬車道に関する記録」または「生野馬車道建設
記録」と称されている。本論では後者を使用する。 
44 拙論「生野鉱山の近代化とお雇いフランス人」『姫路獨協大学外国語学部紀要』第 20 号、
2007 年、pp. 187-203。 










52 カール・シェンク（Carl August Schenck、1838- ?）ドイツ・シュトゥットガルト出身、 
鉱山学技師、お雇い外国人の 1 人。 
53 ハインリッヒ・エドムント・ナウマン（Heinrich Edmund Naumann、1854-1927）ド
イツの地質学者、お雇い外国人の 1 人。 
54 下関市立美術館蔵。第 4 章第 2 節参照。 
55 原図は下関市立美術館蔵、稿本は故 河村幸次郎所蔵。これについては、土井正民「わ
が国の 19 世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽」（『広島大学地学研究報告』第
21 号、1978 年）に詳しい。 
56 土井正民「地質学の先駆者罫線高島北海、日本初の地質図作成」『ガレと高島北海 アー
ル・ヌーボー推進者』発行年不明、グラナダ刊、p. 13。 
57 金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、2010 年、p. 193。 
58 金折裕司「高島北海と日本最初の広域地質図」『応用地質』第 53 巻、第 2 号、2012 年、
p. 98。 
59 父親ジャンが手紙を園芸雑誌 Revue horticole に投稿している。 
60 Revue horticole, No 47, le 1er février, 1875, p. 41. 拙訳。本章第 2 節にこの一部を引用。 
61 別名『山口県地形分布図』（稿本）1877（明治 10）年 12 月頃、下関市立美術館蔵。 
62『山口県地形分色圖』1878（明治 11）年 2 月、山口県立文書館蔵。 
63『山口県地質分色図』（稿本）1877（明治 10）年 12 月頃、下関市立美術館蔵。（原図）




                                                                                                                                                     
64『山口県地質図説』1878（明治 11）年 2 月、山口県立文書館蔵。これについては、河村
通弘「高島北海の「山口県地質図説」」（『地学研究』第 12 巻、第 9 号、1962 年）に詳
しい。 
65 高島の地質図については、金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」
(『応用地質』第 49 巻、第 5 号、2008 年)に詳しい。 
66『山口県地質図説』第 4 章「緒言」。 
67 金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」『応用地質』第 49 巻、第 5
号、2008 年、p. 285。金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、
1010 年、p. 193。金折裕司「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門峡」 
『没後 60 年高島北海展』2011 年、p. 146。 
68 金折裕司「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門峡」『没後 80 年高島北
海展』2011 年、p. 146。金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」『応
用地質』第 49 巻、第 5 号、2008 年、p. 285。 
69 和田維四朗のこと。 
70 高島北海「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913 年、p. 22。 
71 高島北海「高島北海の山水畫談（一）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 18 日。 
72 高島北海「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913 年、p. 22。 
73 高島北海「高島北海の山水畫談（四）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 23 日。 
74 高島北海「高島北海の山水畫談（二）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 19 日。 
75 この件は、La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アル
チスト』『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究
紀要』第 2 号、1989 年、p. 35）による。『ラ・ロレーヌ・アルチスト』（ナンシー市立
図書館蔵）に掲載された高島関連の主要な記事は、井土誠が翻訳依頼し、同稿に掲載し
ている。 
76 由水常雄「高島北海の人と作品」『高島北海展』1976 年、ページ番号なし。 
77 北川正「ジャポニスムの底流─ブラックモンから高島北海まで─」『東京家政学院大学紀
要』第 44 号、2004 年、p. 11。 
78 金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質学』第 51 巻、第 4 号、2010 年、p. 196。 
79 第 2 章参照。 
80 Revue des eaux et forêts, annales forestières, Tome 23, 1884, pp. 648-649. 
原文：M. Novimasa Takei, directeur général des forêts de l’empire du Japon, 
accompagné de M. Takasima, agent forestier qui lui servait de secrétaire et 
d’interprète, est venu visiter l’Ecole forestière de Nancy. Il s’est intéressé vivement à 
toutes les matières de l’enseignement et à son organisation. Il a visité la forêt 
domaniale de Haye, ainsi que les forêts de Remiremont et d’Hérival, dans les Vosges, 
où il s’est rendu accompagné du directeur de l’Ecole, qui lui a expliqué les procédés 
de culture et d’exploitation des forêts feuillues et résineuses. Le Japon possède à 
Tokio, dans la banlieue de la captiale et près de l’Université de cette ville, une école 
spéciale forestière ayant dix professeurs, un laboratoire et une installation 
complète. 





の様式 ナンシー派展』2001 年、p. 140。 
85 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシ ・ーアルチスト』『ラ・
ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第 2 号、
1989 年、p. 33）より引用。 
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86 例えば、以下の研究論文がある。井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」 
『下関市市立美術館紀要』第 2 号、1991 年、pp. 3-26。鵜飼敦子「高島北海と異文化交
渉史」『没後 80 年 高島北海展』2011 年、pp. 152-159。鵜飼敦子「即興画のインパク
ト─高島北海のフランスにおける交友と席上画実演」『ジャポニスム研究』第 33 号、
2013 年、pp. 67-75。 
87 安井雄一郎「ナンシー留学までの高島北海」『高島北海展』1986 年、p. 142。 
88 井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」『下関市市立美術館紀要』第 2
号、1991 年、p. 9。 
89「欧州交友名刺帖」下関市立美術館蔵。1981 年に遺族の河村幸次郎氏から当館に寄贈さ
れた。表紙に« ALBUM »と印字が施されている。 
90 高島が 1886（明治 19）年にナンシーで購入したスケッチ帖。①同年 4 月～5 月の「第
二回仏南紀行」、②同年 6 月のヴォージュ山脈調査、③同年 7 月のアルプス旅行、の 3
部からなる。下関市立美術館蔵。 
91 井土誠「資料紹介・高島北海資料『仏文詩画帖』」『下関市立美術館紀要』第 1 号、1987
年、p. 32。井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」『下関市市立美術館
紀要』第 2 号、1991 年、p. 11。 
92 鵜飼敦子「河村コレクション「欧州交友名刺帖をめぐって─高島北海によってフランス
滞在中に収集された名刺を中心に」『下関市立美術館研究紀要』第 13 号、2012 年、pp. 
1-51。 
93 ジャン・フランソワ・アンリ・シスレー（Jean-François Henri Sisley, 1804.6.15 - 
1891.1.12)園芸家、オランダ出身、1848 年にフランスに帰化、20 歳から 58 歳まで絹
織物商、その後、園芸家に転向。リヨン・モンプレジール（Monplaisir）の自分の庭で、
植物の研究・育種に専念した。Cercle horticole lyonnais (リヨン植物サークル・現
Assoxiation horticole lyonnaise)の立ち上げにも寄与した。ジャンについての詳細は、
Journal des Roses, Tome XV, 1er février 1991, p. 1, « Nécrologie - Mort de Jean 
Sisley » で知ることができる。 
94 ルイーズ・ソフィー・オクタヴィ・ソーヴトン（Louise Sophie Octavie Sauveton, 
1810-1889）、リヨン出身。 
95 安井雄一郎「ナンシー留学までの高島北海」『高島北海展』p. 142。 
96 Lyon-Horticole, HITIÈME ANNÉE, 1886, pp. 85-87. 
97 Lyon-Horticole, 1886, p. 85. 
  « Un Japonais, M. T. Takashima, actuellement à l’Ecole forestière de Nancy, a bien 
voulu écrire à M. Jean Sisley une assez longue lettre dans laquelle il explique les 
usages et les préparations que les Japonais font subir aux Kakis. » 
98 Lyon-Horticole, 1886, p. 361. 
99 Lyon-Horticole, 1886, p. 361. 
  « Ce qui m’a surtout frappé dans mes voyages en Europe, c’est la différence qui 
exsite entre les jardins que j’y ai vus et ceux du Japon. » 
100 Lyon-Horticole, 1886, pp. 361-364. 
101 Journal des Roses, 1886, p. 72, 88, 104, 126. 
102 Journal des roses, le 1er avril 1898, p. 60. 
103 Journal des roses, le 1er septembre 1893, p. 132. 
104 Le Nord-Est agricole et hotricole, 3e Année, N°58, 1878, pp.154-155 と Le Nord-Est 
agricole et hotricole, 3e Année, N°59, 1878, pp.174-175. 
105 Journal des Roses, le 1er janvier 1880, p. 77. 
106 Journal des Roses, le 1er février 1881, pp. 23-24.ローザ・ポリアンタは日本原種のバ
ラ。 
107 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アルチスト』
『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第                   
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2 号、1989 年、p. 36）より引用。 
108 Bulletin de la Société centrale d’horticulture de Nancy, No 5, septembre-octobre, 
1886, p. 141. 
109 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アルチスト』
『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第     
2 号、1989 年、p. 34）より引用。 
110 高島のナンシー園芸界での活動については、井土誠が「高島北海・ナンシーにおける
活動とその反響」（『下関市立美術館研究紀要』第 2 号、1989 年）の中で言及している。 
111「高島北海の山水畫談（一）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 18 日。 
112「畫家と登山」『書画骨董雑誌』第 39 号、1911（明治 44）年 8 月 10 日。 
113 下関市立美術館蔵。 
114 河村幸次郎「北海翁とのめぐりあい」『没後 80 年高島北海展』p. 189。 
115『没後 80 年 高島北海展』2011 年、p. 53。 
116  « Congrès des Orientalistes de Marseille »。 
117 Congrès des Orientalistes de Marseille, 1876, p. 221. 
118 石田純郎「生野鉱山とフランス人医師エノン」『医譚』67 号、日本医師学会関西支部、
1994 年、p. 3946。 
119「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、p. 196。 
120 ジャン・シスレーがエノンの手紙の一部を雑誌 Revue Horticole に寄稿している。 
121 エノンは高島のことを Fakasima と書いている。フランス人達の手紙を見ると、但馬
のことを Fassima と表記しており、彼らは T の音を F の音に聞き取っていたようであ
る。 
122 ヒマラヤ地方原産のツツジ科の常緑高木。 
123 栃原も注 57 同様、Fotchiwara とＴの音を F で表記している。 
124 Revue horticole, No 47, 1875, p. 303. 
原文：J’ai profité du beau temps de ces jours derniers pour aller, avant-hier 11 mai, 
faire avec Fakasima une longue promenade à la recherche de l’endroit où les 
Rhododendrum arboreum existent à l’état spontané. Il faisait un temps superbe ; 
nous sommes partis à sept heures un quart, emmenant un nisokou (manœuvre ou 
portefaix) qui portait nos provisions. Nous savions que la localité des 
Rhododendrons était située plus loin qu’un hameau appelé Fotchiwara, à une lieue 
et demie d’Ikuno, où nous étions allés déjà plusieurs fois, mais nous ne savions pas 
exactement où ; aussi, arrivés à Fotchiwara, nous prîmes un guide, paysan bien 




















































































































右衛門の養子となった。1836 年、9 歳の時に叔父に伴って銅山に赴き、それから 2 年後、
















年に閉山した。閉山までの約 280 年間の出鉱量は、推定 3000 万トン、そこから生み出さ
れた銅は 65 万トンで、世界最大級の産銅量を誇った。 
 
第３節 住友古文書から見るコワニェの生野出仕     
 
コワニェが、明治新政府の要請により、生野銀山の調査のために生野に到着したのは






















                          （「生野鉱山行業ノ景況」22） 
 
九月二十八日 雨時々日和  
仏蘭西人三人外役様〆 銀山御見分ニ付御出張、昼頃御通行 銀山ヨリ御迎ノ御役人、
縦隊衆 外町人中行カケ                    (「石川日記」23) 
 
  九月二十八日 雨 
一 今日仏蘭西人来リ候事 但シ鉱山師コアニと号シ候 
鉱山司 梶川徹助様 
斎藤源蔵様 




















                 仏人 コワニー  
家来壱人  
         通弁官 朝倉信吾    斎藤源蔵 
家来壱人  梶川徹助 
木下順助  
                      豊田兵十郎 
廣瀬義右衛門 
久世義之助 
                      中江種之助 
山本豊太郎 
田嶋丈太郎  
                斎藤君家来  
木村勘十郎 
吉川鉄之助  
                梶川君家来  
辻八三衛門 
局ノ召番 壱人 
                   伴御壱人   
一 尼か崎中食、西の宮木津屋某止宿  
                      
  これは広瀬の日記である「諸用記」29の 1868（明治元)年 9 月 23 日付のものである。 
この広瀬の記録から、コワニェの同行者としてわかっていた朝倉、斎藤、梶川の 3 名以外
の同行者 10 名の名前と正確な合計人数が判明した。「藤本市兵衛日記」には 36 名と記載
があったが、恐らくコワニェ夫人や従者など非公式の関係者を含む総人数と考えられる。





   
  加修之産 東京旧幕剣之先生 斎藤弥五郎
マ マ
様事   斎藤篤信斎 
東京旧幕より幽閉人 無人島より西洋各国遍歴   斎藤源蔵 
越前刑事                    梶川徹助 
大野藩内                    内山介助 
付属勘定方吟味役                木下順助  
勘定方                     岡本恭蔵 
同                       小山雄右衛 
同                       豊田兵十郎 
書記                      松並徳太郎 
付属試補                    筒井丈太郎 
同                       廣瀬義右衛門 
                          大橋与四朗  





1868（明治元）年 3 月 1 日に「銅會所ニ鑛山取調掛ノ職員」が置かれると、「其事務ヲ管
掌」する任務についた。そして、同年 7 月 25 日に大阪銅會諸が鉱山局と改称されると、





















  （論者注：欄外に注あり）「モンブラン」の外は陸軍教師士官數名其他は鉱山技師なり 














第４節 広瀬宰平の生野滞在                     
 




（論者注：明治元年 9 月）13 日晴 鉱山局江出勤之処左ニ広瀬義右衛門鉱山司附属試










広瀬は 1868（明治元）年 9 月 13 日に明治新政府により鉱山司役員に任命され、「鑛山
司附属試補」の肩書をもってコワニェの生野視察に同行するよう命令された。それを光栄
と考えた広瀬は、ただちに受理した。『広瀬家文書』には「鑛山司附属試補申し付ける」と
記された広瀬宛の政府からの申渡状36も残っている。また、任命から 2 日後の 9 月 15 日、















  九月二十九日 晴 
  一 仏蘭西人今日山方吹方見分到候太盛山天受山吹方ハイノノ太兵衛方尤太盛天受山
共仏人敷入致シ至極宜敷ト申シ水抜ヨリ上方ニ而三、四ケ年モ稼可相立旨申候尤
吹方ハ正銀スタリ候仏国之法ニ而可吹旨申候事 
  十月一日 晴 
  一 仏国人今日千珠山若林山見分致候事 




  十月二日 晴 
  一 仏国人今日中瀬金山江見分ニ行候 
                              （「藤本市兵衛日記」42） 
 
     太盛各坑ヲ始メ金ケ瀬其他近傍中瀬金山等悉ク點撿シ十月盛明コワニー登阪ノ上先
ヅ同坑開拓ノ議ヲ定メ溶鑛器械購求ノタメ横須賀ニ至リ日ナラズシテ帰阪。 
（「生野鉱山行業ノ景況」43） 
  十月六日 日和 
  今暁七ツ頃 仏蘭西人外ニ御掛役御帰リ相成 門口ヘモ不出申候 
                                 （「石川日記」44） 
                   
生野鉱山は、太盛山、内尾谷、金香瀬、若林山、千珠山、篤光山などの諸鉱山からなり、
その総称である。コワニェは、到着翌日の 9 月 29 日から、早速これらの山の鉱脈や鉱質
の点検と製錬所の視察を行った。そして、到着 2 日目には、生野町を管轄していた久美浜
県知事による歓迎会が催され、労をねぎらわれた。コワニェは、約 1 週間、全ての山を点
































（明治 2）年 6 月 27 日付の書状50から知ることが出来る。下に原文とその要約を記す。  
 


























































































んだ。1869（明治２）年 4 月 13 日付の、大阪本店から別子に送られた書状「別子鉱山表
状（甲号）」から、広瀬はコワニェより「火薬による採掘法」と「旧習の廃止」、「水車・陸
車（論者注：トロッコのこと）の実用化」について教習したことがわかる59。 






























但 西洋大器械ヲ移シ広大ニ開拓仕度候間 拝借被 仰付度返 上納之儀は一ヶ年出銅









安石米並時々拝借金等被 仰付候故之御儀ニ御座候   




所之銅價ヲ以 永々銅山相続致候様 勉励仕度 仕法之儀は一昨年来生野金銀銅山御開





















 四月          工部省鉱山掛り 








岡田梅蔵氏を隨へ鑛山に出仕することとせり          （『半世物語』69） 
 










赴任したのは、通達から 2 か月後の 1871（明治 4）6 月 2 日であった。広瀬は、到着翌日


























生野での生活が 2 か月過ぎた 8 月初旬、コワニェと懇意になった広瀬は、別子銅山の鉱
185 
 






宰平は、自分の考えを採用してもらうために、同年 8 月 25 日、大阪本店に「莫大之金
鉱ニ而実ニ我国第一之金山也」75と誇張して報告、その甲斐があり、同年 9 月 22 日に、住
友の当主友親から、生野出仕を辞任して別子へ戻り、別子の近代化に尽力して欲しいと要
請を受けた上、別子銅山に関する全ての権限を任されることになった76。広瀬は、早速同
年 9 月に工部省鉱山寮へ「生野鉱山出仕休暇願」77を提出した。難渋の末、その 3 カ月後
の 12 月に内諾が取れ78、翌 1872（明治 5）年 1 月に許可が下りた。 
 



























         （明治 4 年 10 月「西洋より土質学家雇入れたきに付き願書」82 





（明治 4 年 11 月 7 日「別子立川両鉱山公用帳」84 




















広瀬は、長期の西洋人雇用の前にコワニェに視察を願い出た。1872（明治 5）年 9 月 5
日、本店の用事で東京の大蔵省へ赴いた際、工部省に「御雇外人コワニー別子見聞願」88を




瀬は、1873（明治 6)年 1 月 27 日に生野に出張しているが90、それは、コワニェの来山を
待ちきれず、早急な来山を要請するためだったのではないかと推測できる。別子来山日が
決まらない中、別子の方ではコワニェの受け入れのために、手続きや準備が始められた。










                  （明治 6 年 4 月 5 日「別子立川両鉱山公用帳」91 
               予州別子立川両銅山請負稼人代より愛媛県参事宛） 








 この 5 日後には、県と交わした「伊予国宇摩郡別子立川両鉱山拝借金証書」92の中で、
「外国人為護衛補亡吏二人可差出事但通路筋江ハ[別 ]可相達候余右来往掛ル村市等早ニ
可申出事」（論者注：判読不可能な箇所は[ ]で示す）と、コワニェには護衛 2 名を付ける
ことと、行程が決まり次第、県に知らせる約束をした。このように別子では、万全の受け
入れ態勢をとり、コワニェの到着を心待ちにしていた。 
しかし、コワニェは予定していた 4 月にも 6 月にも来ることができず、別子行きは度々
延期となった。その様子は別子から大阪の本店まで新居浜～大阪間を往来する住友の定期
船で送られていた書状93からよくわかる。当初、コワニェの別子視察は、「生野山御雇入レ
コハニー氏 当月中旬頃 別子山点検トシテ被罷」94（4 月 10 日便）とあるように、1873
（明治 6）年 4 月中旬の予定だった。翌日の 4 月 11 日便には「コハニー氏当山検査トシテ





治 5）年 10 から別子来山が実現した翌年の 6 月に掛けて、生野のコワニェは非常に多忙で




そして、ようやくコワニェの別子視察は 1873（明治 6）年 6 月 6 日に決定し、コワニェ
らは 6 月 3 日に生野を出発した。住友には、その時のことが記された書簡が残っており、
この書簡から、コワニェ視察時の道中や別子での様子が記されている95。 









[迄]ニ被参申候 一両日之内 帰艦ト奉存候 左様御承知可被下候 




































住友による雇用が決まり、1873（明治６）年 11 月 15 日に来日した。ラロックの雇用期間
は、1874（明治 7）年 1 月 1 日から 1875（明治 8）年 10 月 31 日までで、給料は 600 円



















は 2 部構成になっており、原題は、第 1 部は RAPPORT sur La mine et Le traitement 
métallurgique des minerais de Betchi-Yama, adressé à La maison Hecht Lilienthal et 




の製錬に関する報告書 第1部）、第２部はRAPPORT sur L’exploitation et Le traitement 
métallurgique des minerais de cuivre à Betchi-Yama, adressé à La maison Hecht 
Lilienthal et Cie de Yokohama, par Mr L. Larroque, ingénieur des mines. 2me Partie. 
（横浜のヘクト・リリエンタール商会へ提出した、鉱山技師ルイ・ラロックによる別子山





























23 円 70 銭となる。そして、その内訳は（中略）炭坑での買い入れ：14 円、炭坑から
海までの運送費：1 円 20 銭、炭坑の港から飾磨港までの帆船運賃：8 円 50 銭、合計
23 円 70 銭、すなわち、トン当たり 3 円 95 銭。（中略）これらの炭鉱から飾磨までと、













 ・石灰石が豊富にある長門地方から、あるいは生野鉱山へ 1 万 3648 貫目で 308 円 63
銭 5 厘、すなわちトン当たり 6 円 03 銭９厘の割合で供給している坂田から、[石灰石
を]取り寄せてこの（論者注：ホフマン輪窯での）焼成方法を用いれば、良質の石灰製
造がわずか 5 円 80 銭そこそこしか掛からない。長門地方沿岸の石灰石は当然不足し
てくるものと考えてよい。いずれにせよ、本州の丘陵から石灰石を入れることはどう
しても必要である。というのは、新居浜周辺の貝殻で作られているごく少量の粗悪な






























































トロッコについては、第 4 節で見たように、1869（明治）2 年 4 月の「別子鉱山表状」
119に「西洋伝授」の「陸車」と記録がある。ラロックの目論見書には、ラロック以前のト
ロッコの様子がわかる記述があった。 
   











馬車道に関しては、1873（明治 6）年 4 月初旬以降の住友家の書状や報告書に、例えば
「立川ヨリ新居浜迄、馬車路開繕之願（中略）此度馬車道開キ候願書差出候」（1873（明




下、義弟で土木技師のレオン・シスレーの設計で 1873（明治６）年 7 月に着工されよう
としていた122。従って、広瀬の馬車道築造の構想は、生野から習い別子に応用したもので






（1873（明治 6）年 4 月『別子立川両鉱山公用帳』12316 番 












山から立川までの 100 丁に牛馬の道、立川から新居浜までの 1 里半の行程に 2 間半の幅を
広げ、馬車道を作る必要がある」また、「銅山開拓については道路の便を開くことが急務で、

















 ラロックは、1876（明治 9）年 7 月 30 日、銅山の調査を完了した。その後、「目論見書」
の作成に専念し、翌年の 1875 年（明治 8 年）11 月 2 日に完成させた。ラロックは契約満







なった。塩野は既にラロック帰国前の 11 月 2 日から翻訳にあたっていたが、「溶解ノ方法」







エンタール商会に依頼した。2 人は翌年の 1876 年（明治 9 年）4 月 11 日に日本を発った。
しかし、増田は、語学力が不十分だった上、ホームシックに掛かり、同年 8 月に日本に帰
国した。残った塩野は 1881（明治 14）年までの 5 年間勉学に勤しんだ。住友史料館には、
フランスの塩野およびラロックと広瀬のやりとりした書状が保管されており、この史料か
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図 4 コワニェの書簡    図 5 シスレーの馬車道設計図      図 6 馬車道が描かれた兵庫県地図 











図 7 馬車道が描かれた      図 8 馬車道についての記述がある教科書  図 9 お雇いフランス人の旧居 















図 10 高島得三の履歴書               


















図 12 高島得三の地質図 
     
図 13 高島の記事 













図 14 アルプスのスケッチ帖 


























































図 16 コワニェ・マリー夫人・シスレーの墓石 
 
